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心 の 糧

「闇 よ り出 で て
」

我々は主の業に携わっている。 これ

は主の教会である。主が救いの計画を

立てられた。そしてそれはこの時代に

天が開かれて我々が受けた主の福音で

ある。それゆえ,人 生における我々の

望みと目的は,主 が明 らかにされた真

理を信じ,真 理に従 って生 きることで

なけれはならない。教会の内外を問わ

ず,い かなる人 も神のみ こころと一致

しない教えを信 じた り,慣 習を提唱 し

たり,主 張を支持すべきではない。我

々を救いに導 く真理 について目的とす

るところはただひとつ,す なわち主が

明らかにされた ことを見出し,そ れを

信 じ,行 なうことでなけれ ば な らな

い。
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大 管 長会 メ ッセ ー ジ

信 頼

私 が生涯 を通 じて最 も身 につ まされ,し か も何 よ りの教訓

とな ったのは,「 息 子 よ,私 はお前を信頼 で きると思 って い

た」 とい う父の言葉 であ った。それ は父が監督を して いた と

きの ことで,父 は,ワ ー ド部 で葬儀 の準備を して いる間に し

てお くよ うに と弟 と私 にあ る仕事を言 いつ けて,出 か けて行

った。私 と弟は父 はまだ帰 って来な いだ ろ うと思 い,子 牛 に

乗 って遊んでいた。 と ころが父 はす ぐ帰 って きて,私 た ちは

仕事を しないでい ると ころを,見 つけ られて しま ったので あ

る。

私 には父が私を愛 して いて くれ ることがわか っていた し,

私 も父を愛 して いたので,い つ も父 に喜 ばれ るようにな りた

いと思 って いた。 それで,父 か ら 「私 はお前 を信頼 で きると

思 っていた」 と言 われ た ときは,も う身 を切 られんばか りの

思 いであ った。 そ して即刻 その場 で,二 度 と父 にそのような

ことは言 わせまい と決 心 したのだ った。

この出来事 は父 を失望 させた し,私 自身 もな さけな く思 っ

た。 そ こで考 えた末,「 私 はお前を信頼 で きると思 っていた

のだが」 と,だ れか らも決 して言われ ないよ うな生活 を しよ

うと決 心 したのだ った。そ して,も しその ことで父 の期待 を

裏切 っにたのであれば,天 父 もまた必ずや,私 が バプテスマ

を受 け,神 権 に聖 任 され,教 会 の責任 を受 けたときに,天 父

と交 わ した約束事 を実行す るよ う望 んで お られ る に 違 い な

い,と い うことが わか って きた。

そ して その とき私 は,天 父か らはなお さら 「私 はお前 を信

頼で きると思 って いた」 とい う言葉 を言 われ ることのない よ

うな生活 を しようと決意 したのであ る。 それ以後,私 はその

ように生 きるべ く努力 した。無論,悔 い改 めなければな らな

い ことはあったが,い つ も主 か ら信頼 され るように生 活 しよ

うと決心 して きたつ もりであ る。

私 は16年 間教職 にあ ったが,そ の間絶 えず心を砕 いて きた

ことは,天 父 や友人 と交 わ した誓約 や約束 を守 ることにお い

て常 に信頼で きるよ うな生 活を送 ることがいか に大切かを,

生 徒 に理解 させ ることであ った。 これ は,私 自身 の子供た ち

に も強調 して きた ことであ る。

教会員 であ る私 たちには,真 実かつ永遠の福音が あり,神

の神権 を有 し,神 のみ名において行 動す る機会 は若者 に も付

与 されてい る。私 た ちは神の霊の子供 で あり,そ れ は何 に も

増 して大切 な ことであ る。私 た ちが 日々,バ プテスマの水 に

沈 め られた とき交 わ した誓 約 に,ま た神権を受 け神権 の職 に

聖任 された とき,あ るいは教会 その他の組織 の役職 に召 され

た とき交 わ した誓 約にふ さわ しい生活を送 る ことが重要で あ

る意味はそ こにあ るので ある。
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最近,私 はあ る人 か らこの ように尋 ね られ た。 「社会的 に

高 い地位 にあ る人 々 に対 して信頼 を寄せ る ことがで きないの

に,若 人,ひ いては一般 市民 の行動 に,節 操 や正直,高 潔 さ

な どとい うものを期待で きるだろ うか」 と。私 の答 えは,そ

の ときも今 も変 わ りはな い。す なわち,と りわけその ように

感 じた ことのあ る人 は,非 難 を受 けないよ うな生 活をす るこ

とがいか に大切で あるか,身 を もって知 ることで あろう。そ

の ように生活 して こそ私 たちは信頼 を受 け,私 た ちが代表 し

て いる人 々か ら託 された 責 務 を 遂 行で きるというもので あ

る。次 のよ うに 自らに問 うてみていただ きた い。小 さなうそ

に私 は どんな反応 を示 すだ ろうか。

名誉 と高潔 とい うことについて どう思 うか。

商売上 の利益 のた めに,事 実 と異な った宣伝をす る ことを

ど こまで許 すか。

「恋愛 と戦争,政 治 と競技 は手段 を選 ばず」 とい う昔 の こ

とわざを受 け入 れ るか。

私 た ちは実際 にこれ らの問 いを自 ら}こ投 げかけ,正 直に答

え ることが必要 で ある。本 当に私 は これ らの質 問について ど

の ように感 じて いるのだ ろ うか,と 。

私 が政界や実業界 に席 を置 いていた とき,職 を求めて くる

個 人個人についての人物照会 の依頼 を受け ることが よ くあ っ

た。中で も一番 よ く尋 ね られ たのは,「 あなたは,彼 が正直

で信頼で きる人物 だと思 いますか」 とい うことで あった。信

頼 で きる人物 と して推薦 で きなか った ときは決ま って悲 しい

思 いを した し,反 対 に,即 座 に推 薦で きた ときほどうれ しい

ことはなか った。

私 の友入 に,あ る大会社 の重役 で しか も政府の役人を して

い る人物が いるが,こ う話 して くれた ことがあ る。 「政府で

あるとき,あ るひ とつのポス トに対 して求人を行な ったので

すが,』た くさんの応募 があ り,私 たちは まず10人 に しぼりま

した。 そ してその10人 について選考 してい るうち,そ の中 の

ひと りが あなたの教会 の会員であ ることがわか りま した。 そ

れで私 たちは,あ なたの教会の会員な らとす ぐに彼を採用 し

た のです 。」

私 はその友人 に聞いた。 「なぜ彼を採用 したのです か?」

す ると彼 は答 えて,「 それ とい うの は,彼 は酒 を飲 んで騒

ぐことがないか らです。私 た ちは彼を信頼で きる し,彼 は任

せ られた仕事 を責任 を もって成 し遂 げる人物 だとわか ったか

らです」 と言 った。 もしも教会 の若人た ちが,こ の信頼 とい

うことの重要性 を悟 るな らば,そ れだ けで もす ば らしい こと

ではないだろ うか./

す でに述 べたよ うに,人 に信頼 され るとい う・ことほ ど大切
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」 れ まで非常 に長 い期間,ワ ー ド部

の監督会 は,神 権会 の間 中た った3人

だけで壇上 に座 り,集 会 を管理 して き

ま した。 その他 の神権者 はオルガニス

トと指揮者 を除 き,す べ て一般 会衆席

に着 いてきま した。 しか し,今 日この

よ うな状況 は多 くの ワー ド部 では見 ら

れな く1なっています。 とい うのは,監

督 会 と共 に長老定員 会会長 会 と七 十人

お よび大祭 司グループ リーダ ーも壇上

に座 るようにな ったか らです。

神権役 員を一般の神権 者 と区別 して

壇上に座 らせ るとい うことは,メ ルケ

ゼデ ク神権 定員会 に対す る新 しい姿勢

を示す ものです。

「定員会 に内在 して きた神権 の偉大

な力が,今 やせ きを切 って流 れ出てい

る。」 メル ケゼデ ク神権定員会 カリキ

ュラムの担 当者で あるジ ョン ・M・R・

コーベ ・イ兄 弟は こう述べ て い ま す。

彼 はさ らに このよ うにつけ加えていま

す。 「今 や定員会会員 の系図,伝 道,

ホ ー ム・テ ィーチ ング,お よび個人の福

祉 に対 す る定員 会の責任 は,か つてな

いほ どに増 大 してい る。 そ し て 監 督

は,青 少年 の仕事 や ワー ド部 の会員へ

の カウンセ リングのために多 くの時間

を さ くようにな った 。」

新たに強調 されてい る点 として あげ

られ るの は,神 権者を活動 に参画 させ

るということですが,こ の影響 は定員

会指導者 の訓練 プログ ラムや長老見込

み会員 プ白グ ラムへ の新 たな関心 とな

って現 われて きま した。

この新 しい姿勢 の典型的 な もの とし

てあげ られるのが,ミ シガ ン州 ブル ー

ムフ ィール ドヒルステーキ部 の定員 会

指導者訓練 プ ログ ラムです。 「私 た ち

は長老定 員会 会長 を召す とき,監 督 会

を召す場 合 と同 じような気 持で召 さな

ければな らない という 結 論 に 達 しま

した 。」 ジ ョン ・R・ ファイフ ァ7ス

テーキ部長 はそう言 って います。

ブル ームフ ィール ドヒル ステーキ部

436

神権活動

いかに

成功に導 くか

デ ビ ッ ド ・H・ ト ー マ ス

では,長 老定員会の会長会に召される

神権者はすべて妻と共にステーキ部長

会の面接を受けます。 この席にはステ

ーキ部長会が全員出席 し,責 任や管理

の職 について詳 しく説明します。

「神殿に入る資格のない神権者が召

されることはありません。なぜならこ

の責任を果たすには最 もすばらしい神

権者が必要だからです。そしてステー

キ部は,召 されたふさわしい神権者に

は適切な指導 と援助を与えな くてはな

りません」 とツァイファーステーキ部

長は言 っています。r

この援助を与えるという目的か ら,

ファイファーステーキ部長は高等評議

員にひとつの割当てをしました。それ

は,各 高等評議員がひとつのワー ドも

しくはひとつの長老定員会について責

任を持つということです。(両 方を担

当することはない。)フ ァイファース

テーキ部長によれば,こ の方法を採用

すると,高 等評議員が担当の会長会 と

共に過ごす時間が最 も長 くなるという

ことです。

長老定員会の会長会にア ドバ・イザー

として専門にひとりの高等評議員を割

り当てるほかに,ス テーキ部長 自ら毎

月定員会会長 と面接をします。これは

毎月のワー ド部監督 との面接 と同 じで

す。定員会会長はこのステーキ部長と

の面接で毎月のホーム ・ティーチング

評価をします。

ファイファーステーキ部長の言葉を

さらに引用してみま しょう。 「私たち

の長老定員会に関するプログラムには

い くつかの目的がありました。まず定

員会指導者な らび に 定員会会員双方

に,彼 らに与え られている仕事が非常

に大切なものであることを理解 して も

らいたいと思ったことです。神権定員

会は教会組織の基礎となるユニットで

あ り,彼 らに適切な認識を与えること

によって,私 たち教会員は神権の目的

と重要性をより一層理解するようにな

るのです。」

長老定員会 とその責任について集中

的に努力を傾けていった結果生 じた成

果には目を見張 らせ るもの が あ りま

す。デ トロイ トステーキ部では15ヵ月

間に66人 の新 しい長老を聖任 し,44人

の長老見込み会員を再活発化させ,そ

のためにふたつの新 しい長老定員会が

必要になりました。

成果の中で非常に重要なものとして

あげられるのは,26人 の不活発になっ

てしまった長老が活発になったという

ことで しょう。

「私たちが行なったのは,ま ず定員

会の会員に神権の責任が大切なもので

あることを自覚させたこと,次 に定員

会指導者に,こ の管理の職がいかに重

要なものであるかを理解 させたことで

す。」 ファイファーステーキ部長はこ

う言 っています。

アラスカのアンカレッジステーキ部

が開いている長老見込み会員のための

クラスでは,33人 がメルケぜデク神権

の長老の職に召され,メ ルケゼデク神

権の活動に参加するように な りま し

た。サモアでは全伝道部 の長老見込み

会員の中で,22パ ーセン トの人が1年

でメルケゼデク神権を受けました。

ユタ ・バウンテフル ・ハイツステー

キ部では,1972年 に特別訓練プログラ

ムに参加していた163人 の長老見込み

会員の内,40入 が大神権を受けられる

ようになりました。

同 じようなパーセンデージがイギリ
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もし耐え続けるなら… ・

ってい るのです。 このふ たつ は共存 で

きないのですか ら。時た ま疑いが起 き

るの は普通 として も,失 意が続 いて は

信仰 は弱 まって しまいます。 そのよ う

な気持に打 ち勝つ道 は,神 は 正 し い

祈 りに応 え られな いはずが な い と い

う,揺 るぎない信仰 を育 て る こ と で

す。神 はその人 に とって最 もふ さわ し

い ときに応 えて下 さいます 。必 ず応 え

て下 さるのです。 その ような信仰を得

るのは簡単 な ことではあ りませんが,

手 に技術 をつけ ると同 じに,絶 えず勉

強 と訓練 を重 ね ることに よって養われ

るのです。結婚 す るにふ さ わ し い 人

の,み こころに適 った正 しい願 いは,

主 の よかれ とい うときに,も しこの世

でな ければ必ず次の世で応 え られ るの

です。'

サ ラの友だ ちは鈍感 な入 ばか りで は

あ りませ ん。 ある 日,サ ラが元気 がな

い ことを見て取 った友 だちは こう言 い

ま した。 「むずか しいか らって,あ き

らめ ることはないわ。」 友 人の この短

い励 ましの言 葉 は,彼 女 に欠 けて いた

ものを思い出 させ ま した 。彼女 は今,し

きたりにはずれて いるので はとい う,

よ く聞 く忠告や圧迫を受 け流 して,楽

しく積極 的 な生活 を しようと努 力 して

います。 それ によって,独 身 の 日々を

教会や社会や隣人へ の貢献 に変 え るこ

とがで きるのです。神 を固 く信 じてよ

り頼 み,結 婚 は永遠 の生命 への無限 の

道程 の一地点 というよ り,到 達 で きる

大事 な一里塚 であると考 える ことによ

って,サ ラにはそれが で きたのです。

「天が下のすべての事に は季節が あ り,

すべ てのわざには時が あ る。」(伝 道3

:1)サ ラは,こ の5年,10年,20年,

い やひ ょっ として この世 では永遠 の伴

侶を見つけ られないか もし れ ま せ ん

が,い つ結婚 す ることにな って もよい

440

ように準備 して いな くてはな らない と

思 うよ うにな りま した。た とえ この世

で は結婚 しない姉妹 たちの中に数 え ら

れ ると して も,サ ラは,ふ さわ しい者

には必ずすべ ての祝福 が与 え られ る,

と主が予言者 を通 して約束 してお られ

る ことを知 って平 安な気持 でい ること

がで きるのです。

ジ ョセ フ ・フ ィールデ ィング ・ス ミ

ス大管長 は こう語 ってい ます。 「もし

も若 い女 性が胸 にしっか りと主 のみ言

葉を受け入れ,正 しい状態で律法 を守

っていなが ら,愛 していな い者 と永遠

に結ばれ る結婚 の誓約 を交 わす ことが

どうして も正 しくない と考 えて,そ の

申 し込みを断 ねr)て も,彼 女 は 自分の

報 いを失 わないであ ろう。主 は彼 女の

心 の望 みによ って彼女 を裁 かれ る。た

とえ来世 まで延 ば され るとして も,や

が て止 め られていた祝福 の与 え られ る

ときが来 る。1(ジ ョセ フ・フ ィール デ ィ

ング・ス ミス1)0σ'7加 θSO∫Sα 如α魔0%

「救 いの教義」〔英 文〕2:77)

教 会 の独 身女性の多 くは,「 女性 の

天職 を まっとうで きず,愛 す る夫 や子

供を持てな いのは,自 分 に何 か悪 い こ

とが あるので はないか」 と考 えます。

しか し,そ れは違 います。姉妹 た ち,

あ なたに,忍 耐 と熱 心 さと信 仰で解決

で きない ことはあ りませ ん。

姉妹 はいろいろな家族 を持 つ ことが

で きます。'「家族」 とい う言葉 を 「夫

と子供 と自分」 とい うふ うに狭義 に解

釈 しす ぎるので はないで しょうか。そ

の狭 い意味で の家族 がなかなか得 られ

な いた め,自 分 の人生 か ら家族 を葬 り

去 って,家 族か ら得 た り与 えた りす る

ことので きる満足 を 自ら拒 んでい るの

です。で は どのよ うな家族 を求 め るべ

きで しょうか。私 たちは,最 低3家 族

に子供 として属 してい ることを見失 っ

てはなりません。まず私たちは,天 父

の家で霊の子 として生まれました。次

に,地 上の両親の子供でもあります。

そして最後に,私 たちはすべての 「強

くして善良な民」の血をひく娘でもあ

るのです。あなたには大勢の先祖がい

ることでしょう。家族の歴史をまとめ

系図を探求し,家族構成を明らかにし,

自分の家系に神殿の儀式を施 し,先 祖

から自分に伝わる遺産に心を向けるこ

とができます。あなたには子供として

幾つ もの家族を持つ上に,昇 弟姉妹た

ちの家族にも属 しているのです。その

意味で,地 上の人間は皆あなたと関係

があります。3番 目の,「養い育てる」

役割を持 った家族構成の中で,彼 女は

自分も親にな りたいと願 っています。
る

それは犠牲と奉仕と教育の機会です。

独身の姉妹は扶助協会の母親教育を学

び,家 事の技術を身につけ,家 庭に入

り用な品物を集め,家 の飾 り方を学び,

正式な場(初 等協会,子 供 日曜学校な

ど)や 日常の場(隣 り近所や友入や親

戚の子供)で 小さな子供たちと交わ り

の機会を見つけるなど,自 分の時間を

使って,将 来 自分の家庭を作るときの

ために準備することができます。

ハロル ド・B・ リー大管長は教会の

独身女性に関心を寄せ,人 々に奉仕す

るよう勧めま した。

「皆 さんの中には,家 庭の中に伴侶

となる人をお持ちでない方もおありと

思 う。ある方は妻を亡 くされ,あ る方

は夫を失 ってしまったかもしれない。

あるいは,ま だ愛を分かち合う方が見

つか っていないかもしれない。あなた

方は,最 も気高 く,信 仰深 く,勇 敢な,

主のおきてに従って生活するよう努力

を惜 しまない人々の中に数え られ,こ

の地上に神の王国を建設し,人 々に奉

仕の手を差 し伸べるために生きている
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もし耐え続けるなら・…

る理想が高い,失 恋をした,引 っ込み

思案,子供を育てるのがいやだ,な ど。

伝道部では,ふ さわしい相手を見つけ

る機会のないことがよくあります。多

くの姉妹は教会外の人 と結婚すること

に将来の危険を感 じて,そ のために独

身を通そうとしています。

最近 ビクター ・L・ ブラウン監督は

教会でふさわしい伴侶を見つけられな

い入たちについて質問を受け,次 のよ

うに答えました。 「それは大きな問題

だと思っています。多 くの:地方で,異

性の教会員に会う機会が制限されてい

ます。(こ の問題は特に女性にとって

深刻だと思われます。これか ら述べる

ことは男性にもあてはまりますが。)

もし未婚の姉妹が能力の限りを尽 く

立て福音に従い,主 を信 じるならば,

望むことが実現するというのが,私 の

考えです。こうなってほしいと思った

通 りのことではないか もしれ ま せ ん

が,主 はその人を愛されますか ら,ふ

さわしいことが起こるで し1よう。主は

その人の問題をよく知って お い で で

す。立派な若い男性は大勢います。未

婚の姉妹が結婚前に,信 仰をもってそ

のような男性に教え,そ の男性が彼女

を愛 しているためではなく,福 音が真

実だと知ってバプテスマを 受 け た な

ら,主 は彼女を祝福されるで しょう。

その姉妹は忍耐と強い信仰を持たなく

てはなりません。、しか し,そ のような

立場にあって強い信仰をも った 姉 妹

を,私 は大勢知 っています。」(「ビク

ター ・L・ ブラウン監督と の 一 問.二

答」)『

結婚の誓約を受けるのが現世であろ

うと来世であろうと,そ れは昇栄の絶

対条件です。 ジョセブ ・F・ ス ミス大

管長はその必要を次のように説明して

います。 「女性なしで日の栄の王国に

442

救 われ,昇 栄 で きる男性 はお らず,ひ

とり、きりで完 全に到達 し,神 の王国 に

昇栄 で きる女 性はいない。 …∴神は初

めに結婚を定 め られた 。」(ジ ョセブ ・.

F・ ス ミスCo碗7例oθ 忍砂oπ 「末 日

聖徒 イエス ・キ リス ト教会大会報告」r

1913年4月 〔英文〕P.118,119)

結 婚 の圧力 は女 性だ けにかか って ぐ

るので しょうか。決 して そ うで はあ り

ませ ん。私 たちの社会で は,男 女 は交

際 につ いて は女性 よ りも男性 の方 に積

極 さが求 め られて いるので,独 身男性

にはさ らに大 きな責任が あ ります。

ジ ョセフ ・フ ィール デ ィング ・ス ミ

ス大管長 は次 のよ うに書 いています。

「この大切 な結婚 とい う戒 めを不注 意

にもゆ るがせ にす る若 い男性,結 婚生

活に伴 う責任を回避 したい とい う利 己 .

心 か ら結婚 しない若 い男性 は,神 の 目

に不興を買 って いる。昇栄 は責任 を意

味す る。責任 な しの昇栄 な どはあ り得

ない 。」(Do認7珈 θSO/Sα ん躍ゼ0η「救

いの教義」〔英文〕2:74)

教 会 員 として,神 権者 と して の責任

とは別 に,多 くの独身男性 は違 った重

圧感 を感 じて います。 それ は独身女性

か らの圧 力です。

最近結婚 したある男性が述懐す るに

は,彼 の ワー ド部 の独身女性 は独身 男

性の2倍 もお り,「 男性 の方か らは思

うように,交 際を申 し込め なか った」

とい う。 「妻 の魅力 は,目 の色 を変 え

て,夫 を捜 した り しなか った点です」

と彼 は言 った。

ベル リンス テーキ部 の シェル カス テ

ーキ部長 は ,妻 が 自分 に主導権 を持 た

せ て くれたために彼女 を愛す るよ うに

な った と,話 しています。 シェル カス

テーキ部長 は医師 で,終 戦 時にベル リ

ン病院 に勤務 していま した。教 会員で

した。.、

「独身青年医は私ひとりきりで,独

身看護婦は何百人といました。「彼女た

ちは∫終戦 になって男たちが帰国し,

その中か ら自分の夫を捜せるようにな

る日を待ちわびていました。」
'シ
ェルカ医師が妻を見つけたのはこ

のような状況の中でで した。

　彼女はわたしのあとを追いかけた

りしない数少ない女性のひとりだった

と思います。だから,彼 女に注意が向

いたんです。」

シェルカ姉妹はこう言いました。

「女性心理を利用して,ち ょっと遠慮

しただけよ。それがよかったので しょ

う。結婚 したのは1947年 でした」と。

、シェルカ姉妹は結婚の2日 前にバプ

テス々を受けました。 「彼は真実の教
ら

会 の ことを私 に教 えて くれま した。そ

れ以前 に属 していた教会 にい ろい ろ欠

けた点が あ った ことはす ぐわか りま し

た。 ま ことの福 音が理解 で きるよ うに

な って,結 婚式 の直前 に夫か らバ プテ

スマを受 け られたの はす ば らしい経験

で した。」(C伽7曲Nθz〃5「 チャーチ

ニ ューズ」〔英文〕1974年2月23日)

泳 遠 の伴侶 として対等 なつれ あいと

な。るには,た だ 「はい」 とい うこと以

上 の,実 に多 くのものが 必要 とされま

す。,、怠惰 な習慣 を野放 しに し,他 人は

おか.まいな ぐ自分 の ことだ卿 こかまけ

て無為 な生活 を送 りなが ら,同 時に 日

の栄4)結 婚 の用意が で きるとは到 底考

えられ ませ ん6女 性 は円満 な人格 を養

い,自 分 な らで はの技術 や才能 を伸 ば

し㌃知識を得,き ちん とした身つ くろ

いで,尊 厳を身 につ ける こと,つ ま り

神ρ線 らしい外見と行動を取ることで
ま。、リー大管長は末日聖徒の女性に,

真実の女性 らしざを尊ぶよう勧告 しま

した。・て末日聖徒の姉妹の真の模範と

なるよ「う」、あなたを造づ海御方のよ.う
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旨「逸話集
,近 代の使徒の生涯よ り」

※ レオ ソ ・R・ ハ ー トシ ョ ー ソ編 「逸 話 集,近 代 の 使 徒

の 生 涯 よ り」(Eκ0θ ρ'『0〃認S勿 ア詑sF/0彿 痂 θL勿 θ5

0∫0躍 ノ1ρo舘」θε)ソ ル トレ ド ク シ テ ィー,デ ゼ レ ト

.出版 社,1973年,許 可 を 得 て 転 載 。

リ ー ド ・ス ム ー ト 長 老

J・ ル ー ベ ン ・ク ラー ク ・ジ ュ ニ ア 副 管 長 は

略.歴

リー ド ・ろ ム ー ト長 老 は,1862年1月19日 ソ ル トレー ク.シ

テ ィー に生 まれ,ユ タ州 プ ロ ボで 育 った 。 父 親 ア ブ ラハ ム ・

0・ ス ム ー トは ソル トレー ク シテ ィー 助 役,プ ロボ市 長,ブ

リガム ・ヤ ン ぞ ア カデ ミー の 創 立 者 の 酔 と りで あ り,母 親 の
、

ア ニー ・カス タ イ ン ・モ リソ ンは,信 仰 に従 い,単 身祖 国 ノ

ル ウ ェー を離 れ て ユ タに移 住 した 改 宗 者 だ った 。

リー ド ・ス ムー トは シル トレー ク シテ ィー に い る 問,ウ イ

.リア ム ・ウ ィル スや カー ル ・G・ メー ザ ー博 士 の も とで 学 ん

だ。1872年 に 一 家 が プ ロ ボへ 移 転 す る と,デ ゼ レ ト大 学 分 校

に籍 を 置 い た 。1876年4月 に ブ リガ ム ・ヤ ン グ ア カデ ミー が 山

開 校 す る と,ま っ さ き に登 録 され た の は 彼 で あ る。 彼 は 出 さ

れ る課 程 を次 々 とパ ス し,1879年 に商 業 実 務 科 を 卒 業 した 。

1890年11月,す で に有 能 な実 業 家 と して 認 め られ て い た ス

ム ー ト長 老 は伝 道 の 召 しを 受 け,ヨ ー ロ ッパ 伝 道 部 へ と旅 立

った。

1895年 に は,ユ タス テ ー キ部 工.ドワー ド ・パ ー ト リッ ジス

テ ー キ部 長 の副 ス テ ー キ部 長 に指 名 さ れ,1900年 には 使 徒 に

支 持 さ れ τ,ロ レン ゾ ・ス ノー 大 管 葺 か ら聖 任 を 受 呼 た,

1903年1月,州 議 会 か ら合 衆 国 上 院 議 員 に選 出 され,以 後

30年 問 卓 抜 な働 き を な した 。 ユ タ州 選 出議 員 の ス ムー ト議 員

は,教 会 の 印象 を高 め る上 で 最 も貢 献 した 人 と して 名 を あ げ

られ る 。

1933年,ユ タへ 帰 って か らは 十 二 使 徒 定 員 会 の 活 発 な一 員

とな った が,す で に 健 康 が む しば ま れ つ つ あ った 。41年 に わ

た る 使 徒 の 召 しは,1941年2月,死 を も って 終 りを 告 げた 。1

1.1π 躍セ隅0γyo∫8劒 α'07R664S彫00'

「リー ド ・ス ムー ト上 院 議 員 を しの ん で 」

ブ リガ ム ・ヤ ン グ 大 学 出 版1966年 。

スムー ト長老に次のような賛辞を呈 した

「私 は この機会 に
,ひ とりの教 会員 として,今 世紀最大 の

宣教師 と考 える人 の帰還 を,天 父 に感謝 したいと思 う。 それ

.は リー ド ・ス ムー ト議員 の ことで ある
。

私 は,ち.よ うどス ムー ト議員が その公職 についた同 じ時期
ら

に,東 部へ移 った。その頃私たち教会員に対 して何がしかの

感謝が存在 したことを,私 は承知 している。あの人はモルモ

ンだと聞 くたびに,人 々に軽蔑の笑いが浮かぶのを目にして

きたものである。スムー ト議員の30年 の在職期間中,私 は東

部の同じ環境で生涯の大半を過 ごしたが,… …兄弟姉妹たち

今あなたがたに申し上げたい。とにか くも私個人の知恵と理

解で判断すれば,彼 の働 きに匹敵する貢献はほかにない。以

前 はあざけりさげすんだ人が,今 は敬い,尊 重 している。そ

の上,ス ムー ト議員は国家に,だ れにも優る類まれなる献身

を続けてきた。」2

2.Coπ ∫〃6η6θR6ρ07彦 「大 会 報 告 」1933年4月 〔英 文 〕P.102

ズ

「娘 の カ ス タ イ ンか ら,お 父 さん,お 母 さん

へ 」

私 は7月,8月 と,ウ ィッツオー兄 弟 と共 に ヨーロ ッパ訪

問の特 権を得た。そ して この特別 な使命 に携わ りなが ら,ウ

ィッツォ ー兄弟 の助力 を得 て,ス カンジナビア諸 国を訪れ る

恵 みにあずか った。最後 の訪 問中,特 に私 の母 の生家 を訪 れ

るために,そ の時間を取 ったのであ る。私 は若 い ときによ く

「いつか ,母 さん の国へ帰 ってみよ う」 と母 に言 った.もので

ある。 しか しいろいろな ことで延び延び にな り,母 は60の 年

で死んで しまって,そ れは実現 せず に終 った。 それで も私 は

いつか必 ず母 の故 郷 に帰 って,親 類縁者 に会 って凍 よ うと心

444
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聖なる書物の本当の目的を知って,罪 の重荷を捨てるよう

にお祈りしています。神様がお父さんお母さんを永遠の生

命に導いて下 さいますようにお祈 りします。

娘であるカスタイン・モー リ

ドランメンにて

1854年9月1日

私 はイエス ・キ リス トの福音を恥 と しない。私 を生 んだ母

の証を恥 としない。地 の面の ど こに行 こうとも,王 や君主 や

世 界中の どの階 層 と交 わろ うとも,私 はすべ ての人 に 自分 が

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の一員で ある ことを知 ってほ

しい と思 うo… …

「大会 報 告 」1923年10月 〔英 文 〕P
.76,77

「あれは大 うそだ」

員 だ。 しか しス ムー ト氏 は,合 衆 国政 府最 高の外交 官だ と思

う。彼 は一般情勢 の最高 の権威者 だ。彼 の ような人を もっと

ほ しい ものだ。

信頼 の置 ける筋か らの話 だが,リ ー ド ・ス ムー トは もし信

仰 を捨 てれば,共 和党公認 の大統領候補 に指名す ると言 われ

たそ うだ。 モル モンで いた ら,大 統領 に指 名 され るなど,と

うてい不可 能だか らね。」

ヘイ モン ド博 士 は こう述懐 してい る。 「その後15年 して,

ス ムー ト議 員が わた しの事務所 に来 た ときに,話 のついで に

ジェー ムズ ・フ ァー リー氏 に聞いた ことを話す と,彼 は 『2

回 も全国共和党会議 で,教 会 を捨 てれば大統領 に指名す る と

言 われ ま した」 と話 して くれた。

『大統領が そんなに魅 力がないのですか』 と聞 くと,彼 は

向 き直 って わた しの両腕 をつかみ,こ う言 った。 『君,君 は

お そ らく私 の教会 に対す る気持 をわか って いないのだ。末 日

聖徒 イエス ・キ リス ト教 会の執事 と大統領 のどち らかを選 べ

と言 われ た ら,わ た しは執事 を選 ぶ』 と。」 尊

ヒンクレー 「先祖,開 拓者の信仰」〔英文 〕P.201,202

スムー ト議員が少年 のとき,ブ リガ ム ・ヤングがユ タ州 プ

ロボに来て,大 会 の集会で,や がてニ ュー ヨークか らサ ンプ

ラン シス コまで人 の声 の通 じる 日が来 ると話 した。・…・・

リー ドの母親 は彼 を連れ て会 に出たが,そ の帰 り道,リ ー

ドは(ブ リガ ム ・ヤ ング大管長 の話 の ことで)「 あれ は大 う

そだ よ,絶 対 そんな ことない。 あるはずが ないよ」 と言 っ

た。す る と信仰深 い彼 の母 は,息 子 に言 った。 「いい え,あ

なたが生 きて いる うちに,大 管長 が今 日お っしゃった ことは

本 当にな ります よ。」 リー ドはその言葉 を信 じなか った。 し

か しそれか ら時が過 ぎ,彼 が米 国上 院議 員 とな っていた間 に

ラジオ放送が開通 して,ニ ュー ヨー クか らサ ンフランシス コ

まで語 りか ける ことが で きるよ うにな った。議 員仲間 のひと

りが放送事業 の責任者 とな り,開 通 の記 念式典 を行な う段 に

な って,第 一声 の演説 をス ムー ト議 員に頼 んだ。彼 はニュー

ヨー ク市 に呼 ばれ,そ の声 は アメ リカ大陸を また いで鮮明 に

聞 こえたので ある。

ヒンクレーFα 露んo∫0%7P∫oπ θ67Fα'ゐθγs

「先祖,開 拓者の信仰」 〔英文〕P.207

「私は執事を選ぶ」

フランク リン ・デ ラ ノー ・ル ーズベル ト大統領 の もとで郵

政長官を務めた ジェームズ ・A・ フ ァー リー氏 は(ク リー ド

・)ヘ イモン ド博士 との対話 の中で こう言 った。 「私 は国で

も少 しは名の通 った民主党員で,り 一 ド・ス ムー トは共和党

ら

「ス ムー ト議 員,私 のぶ ど う酒 は お 口 にあ い

ませんで したの」

私は証を失 うくらいなら死んだ方がましである。どこに行

ったときにも,自 分の証を恥 じたことはない。人から 「自分

の信条に反 したことをしている」と後ろ指をさされ るような

ことは一度 もしていない。国家の名士が集まるど の 会 合 で

も,ワ シントンの有力者から豪勢なもてなしを受けて,宴 会

ごとに酒が出されても,私 は酒 もぶどう酒 も一滴 も口にした

ことはない。世界に名だたる富豪の婦人に呼ばれて初めて大

晩餐会に出たとき,各 自の席に3種 類のぶどう酒を盛 ったグ

ラスが備えてあった。晩餐会の終りに,女 主人は私がぶどう

酒に口をつけないのを見て,「 スムー ト議員,私 のぶどう酒

はお口にあいませんで したの」 と言 った。

私はそれを機会に,知 恵の言葉を私たちが理解 しているま

まに説明した。そして婦人にお気を悪 くさせないように,そ

のつもりはまった くないのだか らと許 しを乞 うた。私が酒を

飲まないということは,す ぐに,ワ シントン中に知れわたっ

た。というのも,私 はどの宴会で も,ど の国の大使館に招か

れても,ど んな場合であろうと,そ れと同じようにしたから

である。私 は,あ のように,信 仰に命 じられるまま行動する

勇気が持てたことを神に感謝 している。神は何 ごとも成 し遂

げられる道を備えずには,民 に命 じられないのである。

「大会報告」杷35年10月 〔英文〕P .116
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報いを得たルツ

ユダヤにエ リメ レクと妻 のナオ ミとふた りの息 子が住んで

いた。飢謹が あって,一 家 は偶像崇拝 の国 モアブへ移 った。

そこでエ リメレクは死 に,ふ た りの息子 はそれぞれオルパ と

ル ツとい うモアブの女 と結婚 した。 しか し間 もな く息子た ち

も死んで しまった。

ユ ダヤを出てか ら10年 が たち,故 郷 や昔 な じみの人 々が恋

しくなって,ナ オ ミは故郷へ帰 ろ うと決 心 した。ふた りの嫁

には実家 に帰 るよ うに言 った。 モアブにいれば土地 の人の中

か ら夫を見つ ける ことがで きるだろ うと思 ったか らで ある。

ナオ ミが口づ けを して別れ を告 げ ると,オ ルパ とル ツは声

をあげて泣いた。 オル パは母 の家へ戻 って行 ったが,ル ツは

イス ラエルの神 に改宗 を して お り,ナ オ ミに取 りすが って こ

う言 った。 「あなたを捨て,あ なたを離 れて帰 ることをわた

しに勧めないで くだ さい。わた しはあなたの行 かれ る所 へ行

き,ま た あなたの宿 られ る所 に宿 ります 。あなたの民 はわた

しの民,あ なたの神はわた しの神です 。」(ル ツ1:16)

ナオ ミとル ツは,大 麦刈 りの初 めにベ ツレヘムのナオ ミの

昔 の家に着 いた。ル ツは 自分 とナオ ミの糧 を得 よ うと,習 慣

に従 って大麦の落穂拾 いを した。

ル ツが落穂 を拾 った畑 は,ナ オ ミの夫 の親戚 のボアズの畑

だ った。ボアズは大麦畑に来た ときにル ツに目を とめ,刈 る

人々にあれはだれですか と尋ね た。人 々は,ナ オ ミの嫁 の モ

アブの女でレ熱 心 に働 きます と答 えた。

ボ アズはル ツに,ほ かの畑へ は行かず に 自分 の畑 で落穂 を

拾いな さい と言 った。だれ にも邪魔 されず に,刈 り手 の食 べ

る食物を食べ,飲 む水を飲む よ うに とも言 った。

ルツはボアズを拝 し,な ぜ外 国人 の自分 に親切 に して下 さ

るのですか と尋 ねた。ボ アズは答え た。 「あなたが …… 自分

の父母 と生 れた国を離 れて,か つて知 らなか った民 の ところ

に きた ことは皆 わた しに聞え ま した。 どうぞ,主 が あなたの

した ことに報 い られ るように。 どうぞ,イ ス ラエルの神,主,

す なわちあなたがその翼 の下 に身を寄 せ ようと して きた主か

らじゅうぶんの報 いを得 られ るように。」(ル ツ2:11,12)

主 は ルツの犠牲 に対 して報 い られ,ル ツはのちにボァズと

結婚 し,オ ベデ とい う息子を もうけた。ル ツはオベデ を通 じ

てイス ラエル王 ダ ビデの曾祖母 とな り,救 い主 イエス ・キ リ

ス トの先祖 とな った。

末 日聖徒 の全女性 は,教 会の標 準 と目標 を心 に留 めな くて

はな らない。 もし時勢に身をまかせて 自分を 「満足 させ る」
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なら,賞 賛 と体面を得 ようと躍起になって,本 当の満足が得

られる唯一の道を見失ってしまうかもしれない。夫や子供の

必要に添 うために自分の大望を幾らか犠牲にする女性は,本

当の意味で望みを達成するのである。イエスのみ言葉はそう

いう人にあてはまる。「自分の命を得ている者はそれを失い,

わた しのために自分の命を失っている者は,そ れを得るであ

ろう。」(マ タイ10:39)そ のような女性は家の内外の奉仕を

バ ランスよく行なえる人である。なぜなら人を助けたいとい

う動機か らで,賞 賛や名声を得ようという気持はないのだか

ら。まず大切なのは家庭 と家族である。そのような女性は王

妃エステルのように,主 から支持 され,助 けられるだろう。

王妃エステルの犠牲

エルサ レムは陥落 し,指 導者層の多 くは奴隷として東方の

地へ連れ去 られていた。アハシュエロスがペルシャ帝国の王

になったときには,何 百人 というユダヤ人が諸州に分散して

いた。 ・

王妃ワシテが王の前に出るのを拒んで王妃の位を失ったあ

と,ア ハシュエロス王の妃選びのために最:も美 しいおとめた

ちを宮殿に送る命令が,諸 州の役人に届いた。

首都のスサに,モ ルデカ・fという名のユダヤ人が住んでい

た。彼 はお じの娘のエステルを,両 親が死んだあと自分の家

に引きとって自分の子として養い育てていた。みめも姿もと

びぬけて美 しいエステルは,王 妃の候補 として,ほ かのおと

めたちと共 に宮殿へ連れて行かれた。

身じまいと支度の数ヵ月が過ぎると,い よいよエステルに

おめどうりの番がまわってきた。王は彼女を王妃に選び,頭

に王妃の冠をかぶ らせた。

エステルが王妃になって間 もなく,ふ たりの侍従が王に対

して陰謀をた くらんでいることが モルデカイの耳に入った。

モルデカ・fはエステルにそのことを知 らせ,エ ステルは王に

知 らせて王の命が守 られた。

,アハシュエロス王は貴族のハマンを選び,王 に次 ぐ権力を

与えた。すべての入はハマンに敬礼するように命 じられたが

彼はユダヤ人を憎み,虐 待 したので,モ デルカイは彼に敬礼

しなかった。ハマンは激怒し,こ の国には自分たちの律法を

守 って王の律法には従わない民がいると王に告げた。すると

王は,ユ ダヤ人は,富 める者 も貧 しい者 も,若 い者 も年寄 り

も,女 子供 も皆殺してもよいという許可をハマンに与えた。

その絶滅の日が定められたことを知って,ユ ダヤ人の中には

嘆 きと断食 と祈 りが満ちた。
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カ ナ ン1の 征 』服

モ ・ドブ17・ 「ドgJ・ ブ ラ ・ン し

セ ミ.ナ リ ≒ ・・イ ン ス テ ィチ ュ ー ト部

ヨルダン川渡河

ヨシュアはイスラ土～レの民にヨルダ

ン川を渡 らせ,カ チンの地を所有 し始

めるよう主か ら指示 さ.れ虎。 カナン全

体に・は防備を固め塵町が数多 く散在 し
せっこう

.ていたが,そ の最:前線エ リコに斥候が

送 られた。彼 らはもどっできて∴エ リ

コ.の住民が恐怖におののいているーこと

.を報告 した
6(ヨ シゴア1∵2章)

神権の力によって白?レダ:ノ川 の水が

せ きとめられ,イ スラ手ルの子らは川
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にある要 さい都市 アイに向 け られ た。

最初限 られた人数で攻撃 し失敗 したの

で,ヨ シュアはおと りの作戦 を使 って

この町を滅 ぼ した。(耳 シュア7,8

章:ア ル マ52:19-26参 照)

近 くのギベオ ンの民 はイスラエル人

に恐れをな し,代 表を ヨシュアに派遣

した。彼 らは偽 って遠 く離 れ た町か ら

来た と言 い,主 の民 の貢進国 あるいは

属国にな るか ら同盟 を結 びた いと申 し

出た。主 が カナ ンの不義 な民を完全 に

滅 ぼす ように命 じてお られた(申 命7

章)に もかかわ らず,ヨ シュアはこの

同盟申込 みを受け入れて,契 約を結ん

だ。(申 命20:10-15)

ヨシ ュアはそ の後間 もな くギベ オン

がカナンの地の ほぼ中央 にある ことを

知 ったが,彼 らの偽 りにも か か わ ら

ず,契 約 は神聖で ある と考 えていたの

で これ を尊重 した。(ヨ シ ュア9:16

-27)イ ス ラエル人 に貢物 を納 める と

い うギベ オン人 の契約 はその後数百年

も守 られ た。

イス ラエル人 の力 を認 めて カナ ンの

南部 にあ った5人 の王 は同盟 を結 び,

イス ラエル と同盟 関係にあ るギベォ ン

を滅ぼそ うとした。 この同盟 を結んだ

諸王 は,そ れぞれエルサ レム,ヘ ブロ

ン,ヤ ル ムテ,ラ キシそしてエ グロン

の王で あった。(ヨ シュア10:1-5)

包 囲 されたギベオ ン人 はイ スラエル に

使 いを送 って助 けを求 めた。 ヨシュア

は契約 どお りイス ラエルの兵 を5人 の

王 の軍 にさ し向 けた。神 の助 けによ っ

てイス ラエル は敵 を壊滅 させ る ことが

で きた。 この神 の祝福 によ って,5つ

の町 の王 たちは惨敗 を喫す るにいた っ

452

た の で あ っ た 。(ヨ シ ュ ア10:6-

14)

南部への侵入

敗れた王た ちは南へ逃 げて,ラ キ シ

に近 いとあるほ ら穴 に身を か くした。

しか しイスラエル の諜報部員が彼 らを

おと し入れた ので,後 に全員撃 ち殺 さ

れた。(ヨ シュア10:15-27)こ の よ

うに して一部南の町 々は指 導 者 を 失

い,兵 を持たなか った ので,ヨ シュア

はイス ラエルの兵を リブナ,ラ キシ,

エ グロン,ヘ ブロンそ して デビルにつ

かわ した。 ラキシでゲ ゼルの王 が兵 を

ひきいて カナン人 の抗戦 を助 けよ うと

したが,彼 の兵 も敗れ た。(ヨ シュア

10:28-39)

ヨシ ュアの遠征 はカデ シ ・バル ネア

:地方 まで南下 し,そ こか らガザ を通 っ

て北上 し,丘 陵 の町々に い た っ た。

(ヨ シュア10;40-43)カ ナ ン人は著

しく弱 め られ は したが,イ ス ラエル人

が一部 の町 々を確実 に所有 す るにいた

るまでには,な お長年 の間軍事 行動を

取 り続 けなければな らなか った。(士

師1:19-21)_ .

北部への侵入

イスラエルがカナン南部で町々を滅

ぼしていることを伝え聞いた北の町々

の諸王は警戒 した。 これ ら北部の諸王

は,ハ ゾルの王のもとに 同盟 を 結ん

で,彼 らの領地の中心部メロムの水の
たい じ

ほと りで イスラエル と対峙 した。 カナ

ン人 は敗れ,多 くの町が滅 ぼ された。

(ヨ シュア11:1-14)以 上 の大 きな

戦役が終 わって も,イ ス ラエルが全地

を確 保 した わけで はなか ったが,イ ス

ラエル の民が この地 に定住す る基礎 を

固 める こととなった。1

注 意:イ ス ラエルの カナ ン征服 は,

主 要な丘陵地帯 とヨルダ ン川西岸部 を

12支 族 のた めに確保 した点 で成功 であ

った。主な兵力 も壊滅 させ たので,カ

ナ ンの地か ら追放 され る恐 れはなか っ

た。 イスラエル の勝利 を逐一 かかげた

戦勝報告 は,彼 らの戦 いの範 囲を示 し

て いる。(ヨ シ ュア12章)ヨ シュアは

年老いて民 の中か ら取 られたが,「 取

るべ き地 は,な お多 く残 っていた。」

(ヨ シ ュア13:1)

一 部 の先住民 は滅 ぼ され な か っ た

し,イ ス ラエルの諸部族 が受 けた相続

地 の領域 内か ら追放 されたわ けで もな

か った。(す なわちペ リシテ人,シ ド

ン人 あ るいは フェニ キア人な ど。 ヨシ

ュア11:23,13:2-6,士 師3:1

-4)イ ス ラエルの支族 が居を定 めた

領土 内に も数 々の町 と異民族が そのま

ま居残 っていた 。(ヨシュア15:63,16

:10,17:11-18,士 師1:22-36)

ダ ンの部 族は 自分の領土内 の住民を

統 合す るに はあま りに も無力 だった の

で,つ いに北方へ移動 しそ こで相続地

を得 た。(士 師1:34,35;17,18章,

ヨ シュア19:47)最 後 に,後 にイス ラ

エルの主都 になった エル サ レムも,エ

ブス人 の要 さいで あ って,何 世紀 もた

って ダビデ王 の時代 になるまで征服 さ

れ なか った ことを付記 してお こう。

(ヨ シュア15:63,士 師1:8,21,

サ ム エル下5:6-9,歴 代 下11:4

-8)
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イ ラムの タ レン ト
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・イラムは,ど うして もそれが なにか

知 りた くな って,こ うたずね ま した。

「お じい さん ,そ の大 きなにもつ はな

んですか。」

「ろ くろじゃよ。」

「とうきのか めや つぼを作 るんです

か。」.チ ーズの おか わ りを もって きた

おかあ さんが こうたず ねると,お じい

r一
、

濁

一
即

a

1

)一 ゆ

湘

6

η

4

す るとお とうさんがいいま した。

「まあ
,い ま しば らくは しんぼ うして,

い ろい ろな しごとを してみな さい。 そ

の うちに,お まえにあった.しごとが見

っか るだ ろ う。.その ときは,お まえ も

ま んぞ くで きる し,み ん なの や くにた
.
つ こと もで きるさ。」
'
そ こで'イ ラム・は,お か あさんにた き

ぎをあつめてあげた り,.;おと うさんの

細 の石 をひろ って,畑 を きれいに して
.あげ
た りしま した。 「こんな こと,だ

れだ ってで きる。焔 のそ うじがおわ っ

た ら,な にを しよ うかな。」 イ ラムは

つぶや きま した。

ある日,・f.ラ ムが畑を そう..じ.した あ

との,小 石 の 山にすわ ってい ると,ほ

こりっぽ い道を,お じい さんが歩 いて

きました。 お じいさん はせ なか に,へ

んな ものをせ おって いま した。

「つ めた い水が ほ しいん じゃが ,の

ませて も らえないか ね」.とお じいさん

はいいま した。

「いいですよ。.チーズや くだ もの も

少 しもってきてあげま しょう。」 ・イラ

ムは こたえま した。

「それはあ りがたい。」

お じい さんがチーズや くだ ものを食

べてい るあいだ,イ ラムはお じい さん

が地面 にお.うしたへんなか っこうの に

もつを見ていま した。

さん は,た めい きをつ きなが らいいま

した6

「むか し,わ しは うで のいい とうき

し じゃった。 しか し,わ しの うで もだ

んだん にぶ らて きま してな……」 お じ

いさんは,ふ しくれ だ った手 をひ らい

てみせ ま した。

「で も,な ぜ お もいろ くろをは こん

で曾 くルです 々>r」
、、イ ラムはたずねま

した。

丁町で売 りたい と思 うて ま す の じ

ゃ。」 お じい さん はかな しそ うにいい

ま した。

「ざんねんですわ。 もうと うきは作

ら.ないんですの 。」 おか あさんが いい

454



997

L一。4つ

ユ暑儲1聖つ`).皐弘蝉=～つc.2≠つDq}

⑦ぞΩ`別マζレo享立⑦つ≠勲C,硬曇

斗く4～チ⑦「ソ$(Dlq(ン。2若nユ手ト9

嘩つーγ勲一ユ申(∂>a<字`勲マζ;レ

04∩皐qQユ

駿≦¢薄母(錠く堕γ1>69`4雛〉蝉マ
』

ζレ(李年さ「。～聖鼻q∩脅勲.鼻}食/耳

蟹Q蝉∩宰9?⑦〉診「ソ手ト`⊇{獲」
一-
..。4∩皐Qqぞ「マγ(天2

`ユG〈¢重く4
」`魅4耳(酋婆犀つ皐〉に

qり寒創享46瑚'⑦マζレ罪候汲v

。4∩立9妾∩η9`ユ省聖

皐9』:?1妾…堤(oマζ埋四皐k腿q尊。4

・つ皐(嶺フ1マζレ`半四皐q(1酵⑦つ

畠脅マ`ぞ「壱(1Q<¢G9嬰1皐ユ管皐

臼4吾4(争聖≡～!ソ鉢勲「y翠客皐9詳」

、。認つ弘γ吾季Q皐4ユ〉つη

9`蝉⑦身諏⊇1謝G⑦暇ムー6広⑦・γ

皐9?鉢`Q4G導フ1ぷ・醇畔(∂・ソミ1～碧

〈幟ド`蝉31ソ喫⑦(1書つ12Ω`:勲マζ

レ。2自峯q脅耳q(天γ勲9罪qGkり

`母マζμ。4n皐律〉ユγ∩螺〉マ

⊇1マζレ`層罫1「ゾミ≧Q(1鉢⑦qミ§92

「。Q

皐身耳勲算勲導硬:).吾ミし`(毫=～二～∩

⑦=2。4皐ユGq=～Q皐み》ユσφ(毫

立7耳⊇1マζレ(争GQ`準m律」。4

つ皐'茎蝉「γて字罫n/ミ≧9ぞ鉢`∩<¢つ

。4∩峯qQ(争4き「。∩

管皐曇昌季`黒}算吾皐母?2∩画」

。4つ皐qq勲く吾

v「o<¢q鼻壱(P盛つ蛯⊇爆諏一`つ1

皐?1Σ(巽6～聖曇(1(ン～α`準1γ皐簿」

。=¥つ皐Q(き(雰ユ/1⊇1
<4勲聖

マζレ勲4ミマ<論v◎4∩皐》皐宰1

曇口=～誤鉢誰卑勲マヒζレ?「2勲認γ

q4》ユ6(吉。99評92凋〉塗1」

。4q皐q(を儲ユ》母
1圭⑦妾

逸「ノ》。4∩皐暑省曇圭耳皐¥4∩(ヨ

黒(ラ黒宰群ミ`(ヨ蝉導Qq=～「～妾需一巨

寒¥勲⊇勘…封寒9=～罫1胃圭⑦「P∫儲」

。4∩皐qQ勲く

盈vマ「Q薄畢弘(李ユ?`}γ導=～つ

9脅駆母2メ(¢Q単/⑦9>⊆～`ユ(ンα享

=～Gqo身qユ(ン喫:⊇19¥つ`s¢⑦管

qつ1拓つ官∩Gqマq(ンつ6∩評q畔

qc一く2準1!12μネ。認(表評皐{つ4律」

「。(曙q鼻準1⑦(争Q2Aう(ヨ耳曇Q…封

寒9マ`蝉健認」。4∩皐QQつ.省

母重4つ享舜準1γ皐9=～畔`ユ∩妾

。4∩皐qq頭γ皐9?

畔=～「マ.巨皐Q彰蝉ユ2⑦≡～「γqlqマ

9罪望⊃IQ射皐9=～`2{9つ=～kり駆〉

婁ぞ9妾(ラ((済つつ。qしへ別(ンq妾」

「。畔

評γ曾η脅勲～箪q皐ユ孝∩2ド母(㍗…封畢

9=～`⊇{<44導3(グゾ皐つ享9`勲律

皐評〉).(盈2⊇に～つ〉(ラ勲つ聖つqド」

。4'険皐qq判酬皐QQ馨=～管
一ゑ

。:4

∩皐Qq(車γ皐～撃(学鐸?「q数り∩勲蝉

添!駆鉢Qつ(き2≠～聖`ユG評つ4c≧」

。彫つ皐qq(李年ミ=～「Q∩嬰1螺

喫(4!髪算Y曇C一(華〉つ`勲/阪⊃≠q:」

。2メ∩皐QQ蝉く瀦

〉=～「(争∩ミ≧〉に(∂4酵＼レ`⊃1辞妾」

「o鮮認γq∩劉蝉週61≧律kり聖甲さ

ニー6.k`判脅つα」。4∩皐qQ(争

「ソ皐9?鉢つ≠皐ユ6'と畔v霧⊃1¥∩G

Q?4き(きく盈v「o評>2≠σ準」

。::夢つ皐

0

締

O

酬

ー
暫
ー

■

c

、

9

C

C`

c

鳥勿

し



菰
晦
ン

噛

書
/
"
が

＼

w

磯
亀・越 ρ醐

Y

Y

認1∬
ヤナ

〆塚穿 b

ー
曳

1〃1
如

7ゾ〃

μ勢

身 を ひ る が え し て ●

ル ー ス ・ス ワ ン ソ ン

㌦長 いブ
ロン ドを風 になびかせなが らカロ リーナは山の背 に

しっか りと立 ち,眼 下 に拡 が る眺めに心を奪われたかの よう

に じっと見いっていた。そ こか らス ウェーデ ン東部の入江 に

臨むイ ェプルの町 が見 え,そ の向 こうの きらめ く海 には小 さ

なボ義 トや大型船 が点 々 と浮 かんでいた。 このイ ェプルの町

に カロ リーナは住 んでいた。

カロリーナの弟 エ リックは しきりに姉 の手を引 っぱ り,町

の北 はずれ にそびえ立 っている,緑 深 い山まで歩 こうと言 っ

た。カ ロリーナは4歳 になるエ リ ックの面 倒をみ るのに慣れ

ていて,弟 をわが身 のよ うに思 っていた。そ して 自分が行 く

所 にはどこへ で も連れ て行 った。

「見 て,レ ナ,お 船が見 え るよ/」 幼 いエ リックは言 っ

た。 レナばエ リックが姉 を呼ぶ ときの名前 だ った。

「ほんと,と って もきれいね。」 レナは答 えた。遠 くを見

つめていると,一 隻 の貨物船が イ ェブルのにぎやかな河岸 に

沿 って並 んで いる ドックに,ゆ っ く り 入 って行 くpが 見 え

た。 レナとエ リックの父親 は,そ こで職人頭 として働 いてい

456

た。 乗組 み員 が船 の荷役作 業を手際 よ くす るように手配す る

ことが父 の仕事で あ った。

「エ リック,山 をお りて船 のお じさんた ちが荷物を降ろす

のを見 に行 きま しょう。」

「うん ,行 こう」 とエ リ ックは ことの ほか うれ しげ に答 え

た。父親 は,ふ た りが 仕事 の邪魔 にな らな いように して いる

限 り,何 も気がか りな ことはなか った。 レナとエ リックのふ

た りは,以 前 に梱 包用の大 きな木枠 の上で遊 んだ ことがあ り,

乗 組み員 たち も仕事 に従事 しなが らそれを見て は,笑 った り

冗談を言 った りした ものだ った。

大 きな貨物船用の ドック と荷役作業 を見 た さのあま り,ふ

た りは くびすを返す と一気 に山を駆 けお りて行 った。そ して

平 地までお りて くると,カ ロリーナが言 った。 「ドックまで

線路伝い に行 きま しょう。ず っ と近道 だか ら。」

途中,カ ロ リー ナは見事 に咲 きほ こってい るかわいい野 の

草 花に 目を奪われ,花 束を作 ることを思 いた った。 そ してエ

リックの手を引 きなが ら,し ゃが んで は淡 いブル←の花 を摘
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「す べ て の 教 会 員 は宣 教 師 で あ る

、

七十人最高評議員会会員

S・ デ ル ワー ス ・ヤ ン グ

世界中 どこで も,教 会 の子供 たちは信仰箇条 を くり返 し学

んで います。信仰箇条 は,私 たちが永遠 の父な る神 さま と,

そ の御子 イエス ・キ リス トを信 じ,お ふた りに喜 んで したが

いま す,・とい うことをのべ ています。 そ うす るためには,私

たちは どのよ うなお方 に,・いつ したが うのか,そ して何 にし

たが うのか,と い うことを知 らなければな りません。

天 のお父 さまは,教 会 をみちび く人 としてスペ ン.サー ・W

・キ ンボール大管長 を召 されま した。私 た ちは,大 管長 と大

管長 が私 たちの指導者 にな るよう任命 され る人 々に したがい

ます6キ ンボール大 管長 と大 管長 を助 けるふた りの人,N・

エル ドン ・タナー副 管長 とマ リオ ン ・G・ ロムニー副管長の

3人 で大管長会 を構成 しています。

大管長会は教会のすべてのことを管理 しますが,援 助が必

要です。そこで天のお父さまは,十 二使徒定員会をお与えに

なりました。定員会というのは,ひ とつの目的をもっていっ

しょに行動する人々の集まりをいいます。十二使徒たちはお

たがし・に話 し合った り,大 管長会を助けたりします。また十

二使徒は,イ エスがキリス トであることを世の人々に証する

特別な証 し人です。それに彼 らはよ く集まって話 し合ったり

仕事をしたりするので,ふ つう十二使徒評議員会と言われて

います。

天のお父さまは,7人 の入からなるグループを任命されま

した。 この人たちは十二使徒評議員会の指示のもとに与えら

れた責任を果たします。彼 らは七十人最高評議員会として知
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お も ち ゃ ば こ

☆点をむすんでみましょう

一1か ら58ま で点 をむすびま しょう。

庭 に何がか くれ てい るのか,わ か りま す よ。

ビバ リー ・ジ ョン ス トン

N 1

4
●

3

5
s

☆ 上の図を厚紙にうつして,て いねいに切 っ

て ください。それらをあわせると正方形が

ひとつできます。

脇
～
ー

戸

、

㌔ i

、6

㌻

●

ー§

こ た え

3
.

4

6

¶

ノ

5
2 i

.ギ

☆正方形 と三角形が い くつあるで し

ょう。 これはち ょっ とむず か しい

か もしれ ませ ん。

ミル ト・ハマー

こたえ

正 方 形44

三 角 形160

"460
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ように言 っています。 「私 は声をあげて宣言 したい。 これは

主なる神の目から見て憎むべき行ないである。」(Coη舜7醐cθ

地ρ07'「大会報告」1902年4月 〔英文〕P.76)∵

また十二使徒のフランシス ・M・ ラィマンはこう言 ってい

ます。 「私は自分が理解 し,見 てきたことから,催 眠術を使

わないよう忠告 したい。私 自身について言えば,決 して催眠

術を受けたいと思わないし,私 の子供が受けるのを許可した

いとも思わない。主が私たちに与えられた自由意志は,私 た

ちが受けているものの中でも最大の賜である。しか し,他 人

の心が私たちを支配 し,人 の心が私たちの体 と機能を制御 し

始めるやいなや,私 たちは完全に自分の自由意志を人に明け

渡してしまうのである。そして私たちは催眠状態にある間,

何をするにも全 く無意識なのである。催眠術をかける人は,

催眠状態を意のままに延ばすことができる。彼は,良 いこと

をするように命令するかも知れない。 しか しその場合,仮 に

催眠状態からさめた後で自分のしたことを覚えていても,そ

の行為から何の益も得 られない。 自由意志に基いてなされた

のではないか らである。また催眠術をかける人々は,ば かげ

たことやショッキングなこと,さ らには悪事を働 くように命

令するか も知れない。術をかける人の意志が私たちを強制す

るからであ る。

催眠術は,こ の地上に人々が住み始める前に,サ タンが天

父に提案 した計画に非常によく似ている。サタンは人々に良

いことをさせ,本 人の意志とはおかまいな しに全員を救おう

としたのである。他方救い主は全員に自由意志を与えて,救

いを受け入れようとする人だけを救おうと申し出られた。天

父なる神はサタンの計画を退け,人 が自主的に行動 し,自 分
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の行動に対 して責任を取 るというこの真実の原則 を貫 くた

め,三 分の一の子 らを犠牲にざれた。」 .(『僻眠術を衝っても
よいだろうか』「インプルニブヌン.ト・エラ「」6巻 〔1903年4

月〕P.420)

1972年4月 の 「神権会報」には次のような指示が掲載 され

ています。 「グループ催眠の実演,あ るいは一般の心理制御

課程に加わった人々が不幸な結果に陥っているという報告が

届いている。また,あ る教会の指導者が催 しとして催眠り実

演を行っているとの報告 もある。指導者はこのような活動に

加わらないように教会員に勧告すべきである。また報告され

ているように,教 会の指導者 はこれ らを後援 したり,奨 励 し

たりしてはならない。」

私は催眠術が使われていろいろな結果が現われたのを見て

きました。催眠術が使われるのを見て,私 は,人が催眠術に身

を任せるとき,そ の人は自分の意志の一部または全部を他の

人 に明け渡すことになると確信 しています。事実その人は催

眠術にかかっている間 自由意志を失 っています。あるいは催

眠術をかけられたときに,さ めた後に何かするよう暗示され

た場合,催 眠後 も自由意思の喪失は続 くのです。催眠術の影

響がどれほど強力であるか,催 眠状態がどれほど異常なもの

であるかを本当に知 っている人はひとりもいません。そして

昨今の催眠家の言説 とは反対に,人々は催眠状態にあるとき,

普段,善 悪をわきまえられる状態にあるときはしないような

こともさせられることがあるのです。さらにまた他人を完全

に制御できる立場に立った医師が どんな大 きな誘惑を受ける

かは,な かなかわか らないものです。

だれに診察 してもらうかを決めるのでさえ,実 はむずか し

いことなのです。一般に名医といわれている人で も,同 僚に

言わせれば最良の医師でないかも知れません。ですか ら私た

ちは皆,最 高の規準でしかも細心の注意を払 って医師を選ば

なければなりません。この選択がまずいと,悪 くすれば体は

満足に健康を回復しないか もしれませんし,適 切な選択を行

なっていれば早期回復するものを,は るかに時間がかかるこ

とにもなりかねません。

しかしあなたは不滅の霊をだれに信頼 して任せるのでしょ

うか。あなたの自由意志,善 悪を判断する意志を,安 心 して

委ね られる入を捜すにはどうすればよいので しょうか。まか

された人の慰みに,ま たは他の人々を楽 しませるために,あ

るいはあなたの諸問題 例えば体重軽減,悪 い習慣の排除を

助ける目的で,あ るいは幼年時代の問題を思い起 こすのに役

立つ と考えて,あ なたの善悪を判断する意志をだれに委ねる

ので しょうか。それほど信頼できる人とは一体だれでしょう

か。 これがこの問題の基本であり,最 もむずかしい点です。

永遠の霊をい じりまわ して もらって もさしつかえないと吾え

るほど信頼できる人がいるで しょうか。現在,「 催眠術につ

いてどう思いますか」と聞かれれば,教 会員は催眠術 に積極

的に参加すべきではない,と いうのが私の信念です。

ホーマー・エルズワース博士

メルケゼデク神権MlA中 央管理会
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∵あなた歩たは上 に.あるものを思 うべ

きであ って,・地上 の もの に心 を引かれ

て はな らな い。」・(コロサイ3;1,.2)
『
・「キ リス トの言葉を,あ なた歩 たの

うちに豊か に宿 らせ なさい。 そ して,

知 恵をつ くして互 に教 えまた訓戒 し,

詩 とさんび と霊 の歌 とによ って,感 謝

して心か ら神 をほめたたえな さい。」

・(コロサイ3=16)

従 っ て私 たちは,こ の愛 の美 しい調

べを心 に抱 いて,一 致 団結 して主 の業

を押 し進 め るつ もりであ る。 この主の

業 は4世 紀 だけの もので も,1千 年間

の もので もない。それは永遠 にわ たる

ものだか ら。

永遠 の美 しい調 べ に耳 を傾 けるとき

に,何 が聞 こえ るで あろうか。

父祖 アダ ムに直接語 りか ける神 の声

を聞 くことがで きる。

「われは神な り,わ れ は この世 を造

れ り。 また人をその肉体を と らざる前

に造 りた り。」(モ ーセ6:51)

そ して 父祖 アダムは,世 の創造 以来

基本 となって きた数 々の真理 を私 たち

に告 げた。福 音は昨 日も今 日も,ま た永

遠 にわた って変 わ らない もので ある。

そ して私 たちには次 のよ うに伝え られ

てい る。 「……神 の子 始祖 の罪を照い

たまえ り。瞭われたれば両親 の罪そ の

子 らの頭 に帰す ること能 わず,彼 らは

創世の前 より全 ければな り。」(モ ーセ

6:54)

ア ダ ムはバ プテスマを受 け,聖 霊 を

授か った。

そして アダ ムを通 して,私 た ちは神

の御子で あるエホバの降臨 を知 った。

また堕落 した人 アダムが死 よ り購 われ

る こと も知 った。 アダムは こう言 って

いる。 「…… われ この世 に生 きて悦 び

を受 け,わ れ また再 び肉体 に在 りて神

を見 ん。」(モ ーセ5:10)

死 す べ き状 態にな っだために,ア ダ

ムとイブは子孫 を持 つ ことがで きるよ

うにな った。 そ してその結 果,地 上 の

家族 は永遠 を手中 にお さめて いるので

ある。 この予 言者 とそ の妻 は 「神 を呼

ぶ ことを」止 めなか った。(モ ーセ5

464

16)

「か くの如 くして ,一 つの聖 き儀式

によ り,説 かれた る福音 によ りノ また

その福音 の この世 の終 りまで世 にある

べ しと宣 べ られた る神の御 旨 に よ り

て,よ ろずの物す銭憲アダム鱒採けら

れた り。 され ば誠 に件 の如 くな りき。」

(モ ーセ5:59)

従 って これ は永遠で ある。

アダムは神権を受 け,ま た覚 えの書

に系図を保存 し1た。… 、 ・

神 よ,私 た ちに この力強 い起源 を与

えて下 さ った この予言者 がい ることを

感謝す る。

また私 たちのために道をま っす ぐに

備 え る助 けを及ぼ した もうひとりの予

言者 がい ることを感謝 す る。そ の予言

るまで,神 の創造物を目にした。また

聖典にはこう記されている。

「エノクとそのすべての民は神 と共

に歩めり。彼はシオンの真中に在 りし

に,シ オン無 くなりぬ。神これをとり

挙げて,自 ちの懐に受入れたまいしが

故な り。」(モ ーセ7:69)

また耳を傾けてみよう。何が聞こえ

るだろうか。人類の父である義人アブ

ラハムの声が聞こえる。神よ,聖 人で

あり義人であるこの予言者アブラハム

をお与え下 さったことを感謝する。ア

ブラハムは,主 なるエホバと親 しく言

葉を交わした私 たちの先祖である。

アブラハムは天文学者 となり,天 空

と宇宙 に関する多くの秘れたる知識を

授 けられた。そして,当 時天文学の中

灘
写1、 』

劃

支 持 の 挙 手 を す る ア ロ ン 神 権 者

者 はエノクで ある。彼 は神 と言葉 を交

わ し,神 の告 げ られたままに予言 し,

神 の道を教 えた人 であった 。

「見 よ,わ が 『みたま」 汝の上 にあ

り,さ れ ば汝 の言 うところわれすべて

これを正 しとせん。されば,,山 々は汝

の前 よ り逃 げ去 り,河 はその流 るる途

を変えん。汝 はわれ にあ りわれ汝 にあ

り,こ の故 にわれ と共 に歩 け。」(モ 「

セ6:34)

この 神め予言者 は神 と共 に歩 み,世

の初 めか らキ リス トと万人 の復活 に至

製

枢をなしていたエジプ トの重立った学

者たちと交流してそれを伝えたのであ

った。また,こ の地球の創造に先立つ

前世の出来事も,ア ブラハムに知 らさ

れた。そして,予 言者であるこの族長

は,こ の地球に人が住むに至 った経過

をよく知ったのである。こうしてアブ

ラハムは,・神に純粋な信頼を寄せるこ

との大切さを私たちに教えたのであっ

た。

アブラハムは,、息子イサクを犠牲に

するように求められたとき,イ サクは
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伝 道 偉 大 な 務 め

教会の最大の使命は人の救いである

十二使徒評議員会会長

エ ズ ラ ・タ フ ト・ベ ン ソ ン

一 の栄光 に満 ち満 ちた安息の 日,皆

様の前 に立 つ私 の心 はへ り くだ り,感

謝 の気持で一杯 で ある。 キンボール大

管長,こ の タバ ナクル合唱団 の美 しい

姉妹た ちを は じめ私 た ちすべ てが,今

の歌の ように,愛 す る予言者 であるあ

なたの ために共 に祈 って いる。新 たに

十二使徒会 の一員 に加え られ たL・ ト

ム ・ペ リー長老 に申 し上 げたい。 あな

たは この地上で最 もうるわ しい仲間に

入 れ られ た。私 たちはあなたを十二使

徒会 に喜 んで迎 え入 れたい。また十二

使徒補助 に召されたJ・ トーマス ・フ

ァイアンズ,ニ ール ・A・ マ ックス ウ

ェル両長老 を も同 じ気持 を もって迎え

466

たい と思 って いる。

兄弟姉妹,私 たちの愛 す る指導者,

故 ハ ロル ド・B・ リー大管 長の ことを

思 うにつけ,私 の心 は他 の多 くの人 々

と同 じよ うにいたむので ある。私 た ち

は この世 において55年 来の知己で あっ

た。 いや,こ の世 だけでな く前の世 に

おいて もそ うであ った に違 いな い。 し

か し私 はまた,私 の心 に平安 と慰 め と

を もた らすひ とつの確 信を得た。 それ

は・裡 璽矛員煮櫻強鷺 素 騨

されるこ左 堕 幻と瓢証 鎌 ゑ。

リー大管長のこの地上での召 しは見事

に達成 された。今や彼は,幕 のかなた

こなたで進展 しつつある主の偉大なる

計画 にあって,さ らに重要な責任に召

されて働いているのである。彼はキリ

ス トのような特質を備えた,霊 的な洞

察力の鋭い人であった。

彼が召された大 きな目的は,人 の子

らに救いをもたらすことであった。主

は予言者ジョセフ ・ス ミスにこう言わ

れた。 「汝 ら,人 の値は神の前に大い

なることを憶えよ。」(教 義と聖約18:

10)

人の子 らに救いをもたらし,昇 栄 に

いたらしめること,こ れこそ教会の一

大関心事である。 リー大管長は,何 に

も増してこの偉大な計画に 心 を注 い

だ。また彼が,シ オンの若者 に,全 世

界の天父の子供たちに,そ して洋の東

西を問わず真理の大義に対して霊的な

影響を及ぼしたことに感謝 したい。

私は30年 間,キ ンボール大管長の隣

に座を占めてきた,私 たちは同 じ日に

十二使徒評議員会に加え られた。私は

この方の偉大 さをよく知っている。そ

して愛 し尊敬 している。真実彼は気高

い神の人,謙 遜で霊感あふれる神の予

言者である。私 は心か ら彼 を 支 持 す

る。そして彼 と共に,人 種や信条,国

籍,政 治的見解の別なく,天 父の子供

たちすべてを愛 している。

私 はキンボール大管長 と彼の副管長

たちが,リ ー大管長の指導の下に進め

られてきたプログラムにおいて主要な
ら

役 割を果た して きた ことに喜 びをおぼ

え る。なぜ な ら,男 女 を問わず人 格を

築 き,両 親 や家庭 や個人 が直 面す る数

々の問題 に解答 を与 え るプ ロ グ ラ ム

で,こ れ以上 の ものはない か ら で あ

る。私 た ちはキ ンボール大管長の霊感

あふれ る指導 の下 で,こ の同 じプログ

ラムを さ らにゆるぎない もの と し,確

立 して い くつ もりであ る。今 日ほどこ

の プログ ラムが必要 とされ る時期 は,

か つてなか った。

モル モ ン教 のメ ッセ ージ,す なわち

イエス ・キ リス トの回復 された福音が

世 の入 々の前 に明 らか にさ れ て か ら

憐 藁∴二漏膿
とぼとぼと歩いていた。彼は教会が回

復 されて初めて伝道の旅に出た人であ

る。彼は兄である予言者ジョセブ ・ス

ミスにより宣教師に按手任命された。

この偉大な宣教師は伝道の初 日,40キ

ロもの道を歩き続けたが,背 中の,か

の新 しく見なれない書物は1冊 も売れ

なかった。空腹と疲勇でふ らふらにな

ったサ ミュエルは,あ る家で一夜の宿
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伝道一 偉大な務め

:1,4)そ して初期 の時代 の改宗者

た ちは次の ような義務 を果す よ うに勧

告 された。 「この故 に,汝 ら神 の役務

に出で立たん とす る者 は,終 りの 日に

臨 みて神 の前 に暫 な くして 立 た ん た

め,す べか らく心 をつ くし,勢 力をつ

くし,思 をつ くし,体 力をつ くして神

の役務を なせ 。」(教 義 と聖 約4:2)

初 期 の宣教師 に与 え られた約束 は偉

大な ものである。彼 らは こう告げ られ

た。すなわち 「人 の値 は神 の前に大 い

な る」 ものであ り,人 が 「もし生涯今

の世 の人 々に向いて悔 改めを叫ぶ こと

に力を尽 し,唯 一人 の人た りともわれ

に導 かば,わ が御父の国 に於て彼 と共

に汝 らの悦 び如何 ばか りそや 。」(教 義

と聖約18=10,15)

これ らの約束 はすべて,1830年4月

6「田 に教会が正式 に組織 され る以前 に

与 え られた もので ある。 この時期 には

ほか にも多 く・のす ば らしい約束が なさ

れ た。・

そ して教会が組織 され るや,人 々は

バプテヌマを受 け,ふ さわ しい兄 弟た

ちは神権 の職 に按手聖任 され,悔 改め

を叫び回復 された福 音の メ ッセージを

伝える務めに任命された。そしてそれ

か ら後の啓示にはさらに大きな約束が

含まれていた。その多 くが,福 音を宣

べ伝えるという神聖な義務が回復 され

た教会に課せられているという内容で

あったことは論を待たない。その年の

秋,予 言者を通 して主から次のような

み言葉が与えられた。

「われ誠にまことに汝 らに告 ぐ汝 ら

はゆがみて片意地なる今の世の人々に

わが福音を宣べんため高鳴るラッパの

響の如 く汝 らの声を挙げんために召さ

れたり。

見よ,畑 は早白くして刈 り入れを待

つ。然も日はすでに傾き働き人をわが

萄葡園に呼び入るる最後の時 な り。」

(教義と聖約33:2,3)

主は謙遜な使いたちにはっきりと言

われた。 「われ再び来る時のために主

の道の備えをなせばなり。」(教 義と聖

約34;6)ま た彼 らの語 る言葉は,聖

霊の力によって鼓舞され,彼 らが忠実

である限り人々にとって主のみこころ

となり聖典の言葉 となるという約束 も

与えられた。また主は次のように断言

しておられる。すなわち彼 らは 「世の

人 を試 さんた めに遣わ」 され たのであ

り,「 心 に衰 えを感ず る ことな く,ま

た心 暗 くな ること もな」 ければ,頭 髪

が 「神知 りた まわず には」 「一筋 も地

に落 」 ちることが ないのであ る。(教

義 と聖約84=79,80)

も はや驚 くにはあた らない。彼 ら一

人一人の証 と上 に述 べたよ うな主の感

動 に満 ちた約束 によ って,こ の新 しい

福音 の神権時代 の幕 は切 って落 された

ので ある。数 も少 な く貧 しい環境 に あ

りなが らも,彼 らは金 銭的な報 いを全

く望 まず,一 人一人 が犠牲 を払 いなが

ら力強 く前進 して行 った。 これ に加 え

て主が宣言 された事 実 も重 きを な して

いた。す なわ ちキ リス トの再臨 とそれ

に伴 う世 の終 り,つ まり悪 の最後 に備

えるにあた り,そ の証明 と して福音が

与 え られ るのが これで最後 だとい うこ

ととであ る。彼 らの義務 は裁 きを逃れ

るよ う警 告す ることで あった。 これ は

今 日の私 た ちの義務で もある。彼 らは

私 た ちと同 じように,主 が語 られ た次

の言葉 を理解 して いた。

「そは ,無 人の境 となるほ どの懲 し

めを蒙 りて この世 は空 しくな り,世 の

＼「.　臨 論 幽 麟 懸 ≒籍
警懲 轡 一響 繰避
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伝道一 偉大な務め

して…万国の民を訪わ しめ……」(教

義と聖約133:8)
.このように私たちは

,全 世界に住む

末日聖徒として,こ れ らの偉大な業へ

の証を胸に,教 会に課せられたこの偉

大な義務を,へ りくだ り感謝の心を も

って引き受けるのである。私たちは天

父の子供たちの救いと昇栄という天父

の大事業に携わる機会があることを幸

福に思う。私たちはこの地上における

王国建設のために,主 が祝福された時

間と財産を喜んで捧げよう で は な い

か。これは私たちの第一の 義 務 で あ

り,同 時にすばらしい機会である。 こ

の精神はいつの時代にあってもイエス

・キ リス トの教会の伝道活動の特徴を

なすものである。そ してこの時満ちた

る神権時代の訪れを示す指標となった

のである。忠実な末 日聖徒のいるとこ

ろには,こ の大義のために喜んで犠牲

を払おうという精神がどこにで も見 ら

れる。大管長会は,第2次 世界大戦の

最中に世の人々に向けてこのような声

明を発表した。 「我々の,ま た教会の

いかなる行為も,神 がお与えになる命

令をさまたげるこ と は で き な い。」

(CoηルγθπcθR砂07'「 大会報告」

1942年4月 〔英文〕P.91)

要するに,私 たちは主の業,す なわ

ち王国の設立と発展,義 の拡大のため

にすべてを捧げるのである。これこそ

大いなる責任である。キンボール大管

長は,木 曜日に行なわれた地区代表セ

ミナーにおいてこの大いなる責任を強

調された。私たちはこのチャレンジを

感謝 して受け,主 の力を祈 り求めなが

ら前進 して行こうではないか。

この大事業は神のみ業である。主イ

エス ・キリス トが主御自身の教会であ

る末日聖徒イエス ・キリス ト教会を通

じて導かれるみ業なのである。私 はこ

のことをへりくだり,感 謝の気持をも

って証する。イエス ・キ リス トのみ名

により,ア ーメン。

470

あなたの信仰 の

盾 を強 く しな さい

教会員である両親はみな子供たちに主に近 くあるように

教えなければならない。

十二使徒評議員会会員

:L・ ト ム ・ペ リ ー

私 は大管長に感謝 しています。この

総大会は私にとって特別な会です。実

に胸が一杯です。私は先程,教 会員の

皆様の挙手により,思 いもよらない地

位に支持されました。 このように特別

な状況にありますので,今 朝は少々私

事に関する話をさせていただいてもお

許 しいただけるのではないかと思いま

す。

私の育 った家庭では,教 会幹部を愛

し尊敬す るように教えてきました。初

等協会卒業の条件のひとつとして十二

使徒の名前を覚えることがありました

が,私 は,父 が時間をさいて,暗 記す

るのを助けて くれたばかりでな く,幹

部の一人一人についても忍耐強 く教え

てくれたことを今でも思い出すことが

できます。

事実ラ ドガー ・クローソンからチャ

ールズ ・A・ コーリスに至 るまで.当

時の十二使徒の名前を今すぐにでもあ

げることができます し,彼 らの生涯の

出来事 もよく覚えています。

この召 しについて思いめぐらしてい

た私は,ふ とこう考えました。もしも

家庭の夕べで今 日の十二使徒について

話す父親がいた らどうだろうか。その

父親は私について何を語 るだろうか。

いろいろ考え,さ がしあ ぐねた結果,

子供たちに話 して聞かせても良いと思

われることがひとつありま した。それ

は私が,イ エス ・キ リス トの福音を愛

し理解 していた両親のもとに育 ったと

いうことです。私の両親は,パ ウロが

エペソの聖徒にあって書いた次の勧告

の言葉をよく理解 していました。 「最

後に言 う。主にあって,そ の偉大な力

によって,強 くな りなさい。悪魔の策

略に対抗して立ちうるために,神 の武
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あなたの信仰の盾を強 くしなさい

ら喜 んでお受 け致 します。私 は あなた

の召 しが神 の召 しであ ることを知 って

います。私 はあなたの中に,エ ジプ ト

のパ ロが昔 ヨセブを見て,こ の人 こそ

「神 の霊 を もつ」 人だ と言 った その同

じ特質 があ ることを知 っ て い ま す。

(創 世41:38)

私 は,何 らかの方法 で この定員会で

奉仕す ることに より,あ なたが背負 う

てい る重 荷を少 しな りとも分 け持たせ

ていただ ければ と思 って お ります。

ベ ンソン十二使徒評 議員会会長,私

はあなたを愛 し,あ な たの偉大 な指導

力を:尊敬 して います。私 には,天 の王

国で御父 に仕 える心構 えが で きていま

す。私 にできる ことで した ら何 で もい

た します 。いかよ うな りともお使い下

さい。

そ して これまで共に働 かせていただ

いたすば らしい同僚,ハ ンクス長老 と

ファウス ト長 老へ。私 た ちの間 に育 く

まれた兄弟愛はすば らしい も の で し

た。私が この召 しに応え ることがで き

.る ように,何 と忍耐強 く指導 して下 さ

ったことで しょう。 おふた りに私 の感

謝 の気持 をお伝 え したい と思 います。

そ して今 日私 の声 を聞 くす べての人

々へ。神が生 きてま します ことと,イ

エスが キ リス トであ り,ス ペ ンサ ー ・

W・ キ ンボールがま ことに主 の予言者

であ ることを証 します。 さあ,来 て私

た ちの仲間 に加わ って下 さい。私 たち

はあなたの信仰の盾を強 くす るお手伝

いを しま しょう。 この盾 を強 くす るこ

とによって,あ なたが たは,官 分 と悪

」き者6力 との間には強 力な防衛 線が

あ って,い つ も自分 を守 っていて くれ

てい るとい う安心感 を得 るで し ょう。

イエス ・キ リス トのみ名 によ り話 しま

した1。アー メン。
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神 ・に仕 え る 決 意

召しに応える新しい教会幹部

罫聡沁

罷/

十二使徒評議員会補助

J・ トー マ ス ・フ ァ イア ンズ

私 は,恵 まれて良い父母から生まれ

た。両親は,す でに墓のかなたにいる

が,天 使のような母と気高い聖徒然 と

した父はきっとこの召 しを喜んでいる

に違いない。私 は家族を愛 している。

過去数ヵ月,私 は聖典を読みたいと

いう貧欲なまでの気持にか られ て い

た。 この大会で私の身に起 こったこと

を考えると,ロ ムニー副管長が言われ

た聖霊が この種の霊的な備えが私に必

要なことを感 じられたためかもしれな

い。

●

旧約聖書と高価なる真珠を読んで,

私は救い主の降臨の様子を心に描 くこ

とができた。アブラハムと彼の子孫が

受けた祝福,責 任そしてチャレンジが

私の心に明確に刻まれた。

ご.新約聖書を読んで,私 の心はベツレ

ヘムに行 き,か いばおけのあっ・た所を

訪れた。また心の眼でガ リラヤの海 に

展開 した過去の様々の神聖な出来事を

かいまみることができた。そして空に

なった墓の前で感謝の念に満たされ,

頭を深 く垂れたのであった。 このよう

に起 こったすべてのことが私を少し天

界へ近づけたのであった。

モルモン経か らは,こ の:地に導かれ

た リーハイや他の人々の永遠の子孫が

従順であったときに祝福を受け,不 従

順であったときに苦難を受けた様を読

んだ。そして天父なる神が時には逆境

をも使って子 らを訓練 し,完 成させよ

うとされた様を一望のもとに見たので

あった。

主の王国が今日確立されてか ら間も
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イエ スが歩 まれた道

キリス トは私たちが歩む道を示された

十二使徒評議員会会員

ト ー マ ス ・S・ モ ン ソ ン

愛 する兄弟姉妹,私 は感激のあまり

胸がいっぱいである。この記念すべき

日に皆様と私 は,主 イエス ・キリス ト

のみたまを豊かに受けてきた。 この教

会は主の教会であり,主 の名前をいた

だいている。主の予言者は,私 たちに

この世の束縛を越えさせ,天 の高みに

引き上げて下 さった。私たちは心に誓

いを立てて支持の挙手を した。神の王

国は,決 してそれることな く永遠の道

を前進 してい く。

昨年12月 の寒 い日に,私 たちはこの

474

由緒あるタバナクルに集 まって,私 た

ちが愛 し,尊 敬 し,付 き従ってきたハ

ロル ド・B・ リー大管長をいたみ,弔

辞を述べた。その予言にあ ふ れ た 言

葉,強 力な指導性,そ して献身的な奉

仕は,私 たち全員に完成を目指 して進

みたいという望みを与えた。 リー大管

長は 「神の戒めを守 り,主 の道に従い
せき

なさい.。主 の足跡 をた どりな さい」 と

鋭 い言葉 を宣言 された。

同 じ日の夕方遅 く,私 は数 日前 に着

いていた旅 行代理店のパ ンフレ ッ トに

何 気な く目を とめた。 それ は目を見 は

らせ るような色彩で印刷 された もので,

説 得力 に富 む宣伝文句が載 っていた。

内容 は,ノ ル ウェーのフ ィヨル ドか

らスイスのアルプスまでのパ ッケー ジ

旅行 であ った。そ してほかに も,聖 地

のベツ レヘ ムへ,す なわ ちキ リス ト教

の発生地 へ招 く企画 もでていた。 この

パ ンフレ ッ トの一番下 に,簡 潔で はあ

るが 「さあ,イ エスが歩 まれた道 を歩

いてみま しょう」 とい う強烈 な誘 いの

言葉が書かれていた。

私の心は再び,神 の予言者 リー大管

長 とキンボール大管長が述べた,「 主

の道に従いなさい。主の足跡をたどり

なさい」という勧告にもど って い っ

た。そして私はある詩人の言葉を思い

浮かべた。それは,次 のような詩であ

る。

私は今 日

イエスがはるか昔歩まれた所を歩

いた。

イエスがた ど られた道 を,

ゆ っ くり,敬 慶 な思 いにひた りな

が ら。

当時の小道 は,

そ のまま残 っていて,

平 和 があた り一面 に漂 って いる。

私 は今 日
も

イエスが歩まれた所を歩いて

そこにイエスの存在を感 じた。

道 はベ ツ レヘ ムを通 っていた。'

あ あ,何 と懐 しい思 い出だろ う。

ふつ ふつ とよみがえ って くる。

あの幼 い足が 歩 き回 った,

ガ リラヤの小 さい丘が続 いて いる

オ リブ山,栄 光に輝 く光景。

イエスが前に知 りたもうた所。

私 はうね りなが ら流れる力強いヨ

ルダンの流れを見た。

遠い昔 と同じ姿だ。

私 は今 日,

イ エスがひ ざまず いた所で ひざま

ずいた。

・イエスがた ったひ と りで祈 られ た

所 で。

そ こはゲ ッセマ ネの園。

私 の心か ら恐れが去 った./

私は重い荷を取 りありもた。
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ば。人 はまた みな誘惑 の道 に も出あ う

だろ う。 「さ りなが ら,悪 魔が人 の子

らを試む るは是非必要 な り。すなわ ち

人 は悪魔 の誘惑が なければ己が 自由意

志 を使 い得ず …」(教義 と聖約29:39)

とあ るか らであ る。

同様 に私 たちはまた苦難 の道 を も歩

むだ ろう。私 たちは羽 ぶ とんに横た わ

ったままで天 に昇 ることはで きない。

世の救い主 は,非 常な苦難 にあって か

ら天 に昇 られたので ある。 しもべで あ

る私 た ちが主 よりも安易な道 を期待 で

きるで あろうか。復活祭 の勝利 の前 に

は十字架 の悲劇が なけれ ばな らないの

で ある。

こういった辛 い悲 しみの道 を歩 む と

同時 に,私 た ちはまた永遠 の喜 びを も

た らす道 を も歩 む ことができ る。

私 たちはイエス と共 に 「従順 の道 」

を歩 む ことが で きる。

これは決 してや さしい こ と で は な

い。 「彼 は御子 であ られたに もかかわ

らず,さ ま ざまの苦 しみに よって従順

を学」ばれた。(ヘ ブル5:8)サ ム

エルが残 した言葉 を私 た ちの標語 と し

ようではないか。 「…見 よ,従 う こと

は犠牲にま さり,聞 くことは雄羊 の脂

肪 にまさる。」(サ ムエrル上15:22)不

従 順の最後 の結末 はと らわれ の状態で

あ り,死 で ある。他方従順 の報 いは 自

由で あ り,永 遠 の生命で ある。

.私 た ちはイエスのよ うに「奉仕 の道」

を歩む ことがで きる。

人 々の間で教 え導 いたイエスの生涯

は,善 意 の光 を投射 するサーチ ライ ト

に もた とえ られ るものであ った。イエ

スはいざ りの手足 に力を与 え,盲 人の

目に視 力を,耳 しいに聴 力を,そ して

死者 の体 に生命 を与 えた。

イエスのた とえ話 は力あ る教 えで あ

る。良 きサマ リヤ人 のた とえ話で イエ

ス は,「 あなたの隣 り入を愛せ よ」 と

教 えられた。(ル カ10:27)姦 淫 の現

場を捕 え られた女をや さ しく扱 うこと

476

によ って,イ エスは慈愛にあふれ る理

解 を持 たなければな らない と教え られ

た。また タラン トのた とえによって,

私 たち一人 一人 に 自己を向上 させ,完

成 をめ ざして努力す るよ うに教 え られ

た。イエスは御 自分 の道 に沿 って私 た

ちが人生の旅路を前進で きるよ う,周

到な準 備を された ので あ った。 そ うで

な けれ ば,な ぜ 「あなた も行 って同 じ

ように しな さい」 と勧告 されたのだろ

うか。(ル カ10:37)

最 後 にイエスは 「祈 りの道 」を歩 ま

れ た。

三 つの永遠 の祈 りか ら三つの大 きな

教訓 を得 ることがで きる。最初 はイエ

スが伝道 してお られた ときの教えで あ

る。主 は言 われた。 「祈 るときには,

こ う言 いな さい,「 父 よ,御 名が あが

め られます ように。』」(ル カ11:2)

第 二 はゲ ッセ マネの祈 り「で ある。

「……わた しの思いで はな く,み ここ

ろが成 るようにして ください。」(ル カ

22:42)o

第 三 は十字架 の上か ら言 われた もの

であ る。 「父 よ,彼 らを おゆる しくだ

さい。彼 らは何 を して いるのか,わ か

らず にいるので す。」(ル カ23:34)

私 た ちが天父 と交 わ り,御 父の力を

受 けることがで きるよ う,祈 りの道を

歩む信仰 を,そ して希望 を持 とうで は

な いか。神 の予言者,聖 見者,啓 示を

受 ける者が,今 日そ うす るよう私 た ち

に呼 びかけ られた。私 た ちはただイ エ

スに従 えばよいのであ る。イエスの歩

まれた道 を一歩 一歩 踏み しめて行 けば

よいのであ る。

私 が初 めて この予言者 と出会 った の

は,24年 前 に私 が ここソル トレークシ

テ ィーで監 督を していた若 いときの こ

とであ った。 ある朝電話がかか って き

て受話器 を取 ると,次 のよ うに語 る声

が聞 こえて きた。 「私 はス ペンサー ・

W・ キ ンポ7ル 長老です。.あな たにお

願い した いことが あるのですが。 あな

たの ワー ド部で,第5南 街 に面 した大

きな ビル の裏 に,小 さな目立 たない ト

レー ラーハウスが あ ります。 そ こにナ

バ ホ ・イ ンデ ィア ンの未亡人 マーガ レ

ッ ト・バ ー ド夫人が います。バー ド夫

人 は,自 分が役 に立 たないつま らない

者で あると思 って,気 力を失 っていま

す。 あなた と扶助協 会の会長会でバ ー

ド夫人 を訪 問 し,友 情 の手 を差 し伸 べ,

特 別 に彼女 を歓迎 して下 さ い ま せ ん

か 。」私 た ちはその とお り実行 した 。

奇跡 の ようなことが起 こった。マー

ガ レ ッ ト・バ ー ド夫人 は,新 しく発 見

した環境 の中で生気 を取 り戻 し,見 違

え るように明 る くな ったのであ る。失

意 は消 え去 った。苦悩 の中にあ った失

われた羊 は,訪 れを受 け,見 いだ され

た ので ある。 このひ とつの人間劇に参

加 した人 々はみなそれぞれ成長 した。』

しか し実 を言 うと,こ の場合の本 当

の羊飼 いは,自 分 の責任下 に ある99匹

をおいて失 われた貴重 なひ とりの人間

を気 づか って探索 に出かけた,こ の使

徒 だったのであ るQス ペ ゾサ ー ・W・
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神殿訪問を終えて

新 谷 久 子
(姫路支部)

結婚 して10年,初 めての訪問に家族6人 がそろって参加で

きま したことを,何 よりもうれ しく思い,心 より感謝致 して

おります。

今年も私共の力では兄弟だけの費用 しか用意できないので

とりあえず,兄 弟ひとりで も行って下さいと話 し合 っており

ました。 鱒

その次の家庭の夕べは,兄 弟が仕事で,子 供 と私だけでし

た。 「みんなも一緒に神殿に行 こうね」 と言 って約束をして

おりましたので,楽 しみにしている子供たちにお父さんひと

りしか行けないことを話すのは,と てもつらいことでした。

長男はこう話 しました。 「お父さんとお母さんが結婚 してす

ぐに神殿に行 っておけばよかったね。そうすれば僕たち子供

は行かな くてもすむので しょう。」 私は母として,は ずか し

いと思いました。けれども4人 の子供を私の前に呼びよせて

こう話 しました。 「お父さんとお母さんは結婚するときに,

両親には荷も助けていただかなかったの。貧 しいお父さんと

お母さんの力と教会の兄弟,姉 妹の助けによって結婚式を行

ないました。だか ら神殿に行 くお金がなかったのよ。またす

ぐに国彦君,昭 子ちゃん,智 恵子ちゃん,英 士君が生れたの

で,お 父さんの働いたお金では生活するのが精一杯で,神 殿
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に行くお金がつ くれなかったの。で も一入一人が,神 様の言

われることを忠実に守るなら,神 様が きっと助けて下 さって

次の機会には行けると信 じています。」 こう話 しました。長

女は,「 私は神様に信仰 と証を強 くもちたい。そうして優 し

い心を もちたい。そうしたらきっと行けるね」と言 って くれ

ました。私は本当に子供たちのきれいな心を持 ち,霊 的に祝

福を受けていることを神様に心から感謝致 しま した。また,

これを兄弟に伝えて,共 に喜び,曽 時も早 く家族そろって行

けるように努力 しようと決心致 しました。これから系図を整

えて提出 しようと思い,い ろいろ謄本などを取 り寄せて,ホ

ーム ・ティーチャーの助けにより書き始めましたが充分には

進みませんで した。けれども私たちが系図のことに一番思い

を寄せて働いていた ときに大 きな助けと祝福が参 りました。

それは私共にとって この世においては一番大いなる祝福であ

ると思いました。ある兄弟たちが僕たちのボーナスがこれだ

けあるので使 ってくれてもよいというので した。それまで私

共はで きるだけ人の助けを借 りないで行ける様にと思 ってお

りましたbけ れどもそのお話があって,ま た彼 らの深い愛に

よって,私 共の考えが変わりました。毎年今度 こそはと思い

ながら,そ れが実現できませんでしたので,助 けて下さる方

に感謝 して助けていただき,早 くお返 しできるように頑張り

ましょうと話 し合いました。そうして多 くの兄弟姉妹か ら私

共家族のために助けをいただき,無 事神殿訪問をすることが

で きました。

一番末の子供は今 ,3歳8ヵ 月にな りましたが,自 分のほ

しいおもちゃなどがあって もがまんして くれ,「 神殿から帰

ってから買ってね」と言って,助 けて くれました。また訪問

の準備をするために大きな トランクを出してきますと,.「ボ

クがこの中に入って行ってあげようか?そ うしたらボクの

お金,取 られないやろう」 と言レ・ました。私は思わず目がし

らが熱 くなりました。

私はホノルルに着きましたときからハワイの兄弟姉妹たち

の深い愛を受けて,私 たちのふだんの生活も常にこの様にあ

るべきだなと思いました。それだけではな くて,「 神殿の中

で働いて下さる兄弟姉妹のお姿が本当にこの世の天国に住む

天使のようである」と兄弟が話 しま したが,私 も確かにその

通 りであるとはっきり証することができます。なぜなら神殿

職員の方たちが 「確かに神殿の中にいますと心がきれいで思

いが深 く,愛 に満ちて幸せです。ですか ら私たちは神殿の中

で働いているときが一番幸せです」 と話 して下さちたからで
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の儀式の うち,死 者のためのバプテスマには自らあずかるこ

とができませんで したが,神 権の儀式 とそれに関連するエン

ダウメン ト,結 婚の結び固め,両 親 と子供 との結び固めの儀

式を受けることができました。永遠を統べた もう主の前に私

たち家族が家族 として正式に認められるには,主 か ら出た正

当な神権の権威によらねばなりません。神殿の儀式にあずか

ることによってこのたび初めて,こ の世という限 られた世界

ふら,永 遠 という広々とした世界へ家族 として門出す る資格

を与えられたのであります。たとえこの世をひとりで渡 り切

ることができるという人があっても,永 遠の世界をひとりで

進み得 ると断言できる人はおりますまい。神様は家族を土台

として成長 しなさい,家 族 と共に救われよと言 ってお られま

す。そうして死者にも家族の結び固めの道を開いてお られま

す。家族 として認められたこと,そ して永遠に解任されない

父親としての責任を授かったこと,こ れが このたび受けた恵

みの第一であります。

さて神殿訪問にまつわる奇蹟と感謝の証を2,3述 べたい・

と思います。私が初めて末 日聖徒イエス ・キリス ト教会を知

り,バ プテスマを受けたのは1958年,ポ ール・C・アンドラス

長老が日本極東伝道部長 として献身 されていたときでありま

すが,神 殿において夫婦の結び固め,子 供たちとの結び固め

の儀式のいずれをも,尊 敬申し上げるアンドラス長老によっ

て授かったとき,今さらなが ら私たち一人一人に関心を持ち,

きめ細かな配慮をして下 さっている神様の愛をしみじみと感

じ感謝に耐えません。

一方いろいろな試 しがありました。神殿訪問が近づ くと試

されますよと言われておりましたが,正 にその通 りでありま

した。寺坂監督に激励されて神殿訪問を決心 して以来,経 済

の問題をのけて もいくつもの難問がありました。まず1週 間

の休暇は仕事の立場上極めて難 しいものでしたが,.よ く話 し

て担当役員部長の理解を得 ることができま した。しか し,出

発1ヵ 月前になってほとんど不可避と思われる業務上の事態

が起 こりそうになったのです。このとき監督は断固たる口調

で,「 大丈夫です。そのようにはなりません。先に延び るで

しょう」と言われました。そ うしてその通 りにな った ので

す。次の試しは出発の1週 間前にやって来ました。真中の子

供が伝染性の病気にかかったのです。2,3日 おいて下の子

供に,そ してついに上の子供にも移 りました。 もはやあきら

めざるを得ない状態で した。出発間際にやっと全快近 くまで

こぎつけることができたのは坂本兄弟姉妹の親身のお世話の
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賜であ ります。神様は生きてましまして,忍 耐 されて私たち

の罪を赦 したまい,悔 いて再び立 ち上がるように激励されま

す。ひとりの義人の故に街を亡びから救うことも な さい ま

す。仕事に名を借 りて何ひとつできなかった私の健康を気づ

かいなが ら,ほ とんど一切の訪問準備を祈 りを もってやって

くれた家内を神様は憐れみたもうたのか も知れません。

神殿訪問から帰 ってどうですか,と 問われたときの私の返

事は,「 はい,こ の次行 くときにはもっとうまくやります。

そうです,も っと神様に近い状態で行動 したいという思いで

いっぱいです」 と申します。私なりのひとつの神殿訪問の意

義を見つけだしております。それは1日 の締めくくりに朝晩

の祈 りがあり,1週 間の生活の立て直 しのために安息日があ

るように,こ の世の地位や権威の一切入り込む余地のない神

殿の中で,心 から謙遜になって,主 から授けられた神権の儀

式 とエンダウメン トのステップを踏むことにより,永 遠の生

命 にいたる成長の場としてのこの世の生活に新 しい勇気 と希

望をもって立ち向かう。そのための心と身体の更新の機会が、

神殿訪閥ではないでしょうか。..

最後に私は,こ のたびの神殿訪問にグ～レープの一員 として

参加できましたことを心より感謝いたします。か りに自分た

ちだけで神殿を訪れたとしたら今 日受けた恵みと教えの半分

も得られなかったと思います。神殿職員,BYUハ ワイキャ

ンパスの方々の奉仕と犠牲 もさることながら,各:地 から集合

した兄弟姉妹の集団を,グ ループ ・り一ダーの兄弟を柱 とし

て,文字通 り寝食を忘れて挺身お世話下さった兄弟姉妹些ち,

訪問計画の初めか ら準備 して下さった兄弟姉妹たち,と りわ

け同 じBグ ループで働いて下さった井上兄弟姉妹,玉 屋兄弟

たちの奉仕を身近に見て,自 分 自身がベス トを尽 くし切った

か,本 当に謙遜であったのか反省させ られるのです。次の機

会にはもっと神様に近い状態であり得 るように,毎 日の生活

の中で鍛錬 したいと決心 しております。発心,決 心,相 続心

と言いますが,弱 い私たちは何 ごとも考 えつき決心す るまで

はよいのですが,そ れを続 けることにいつも失敗 しが ちで

す。 「変わったかい」 「変わったで しょうか」常々声をかけ

合 って,神 殿で神様と堂々と胸を張 ってまみえられるように

毎日毎日に挑戦したいと思います。

神殿の儀式が誠 に神様か ら出たものであり,そ れ故にこそ

私たちの心と身体を変え得る働きがあるのであり,永 遠の成

長の一過程であるこの世の生活に立ち向かう勇気 と具体的方

法を与えて くれるものであることを証いたしますも
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